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兩

：

著
客
は
慶
應
義
塾
大
學
に
財
政
擧
を
講
ず
る
新
進
雋
鋭
の
學
者
で
あ
り
、
本
書
に
說
述
さ
れ
た
内
容
は
現
代
の
萆
新
さ
れ
た 

.財
政
®
理
論
の
全
.面
的
批
判
的
考
察
で
あ
る
。
働
ふ
に
、
前
世
紀
末
葉
の
財
政
現
象
は
經
濟
機
權
の
中
で
さ
し
て
麗
.耍
な
る 

.一
■
 
^

地
位
を
占
め
ず
、
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
財
政
靈
論
は
そ
の
時
々
の
財
政
現
象
や
制
度
を
非
紺
織
的
に
攻
究
す
る
技
術
論 

I
,
.

の
一
範
域
を
出
で
ず
、
而
も
斯
る
財
政
學
が
大
し
た
理
論
的
發
展
を
み
る
裏
な
く
後
續
の
諸
學
者
に
承
け
繼
が
れ
て
き
た
の
で 

:

:

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
時
財
政
は
經
濟
生
活
に
於
て
一
氣
に
躍
進
し
、
經
濟
ー
般
の
統
制
化
、
政
治
化
に
伴
っ
て
そ
れ
は
實 

.

■

に
一
一
國
の
運
命
を
も
左
右
す
る
程
の
比
重
を
衔
っ
に
茧
っ
た
。
財
政
現
象
の
こ
の
や
ぅ
な
本
質
的
變
化
に
照
應
し
て
、
最
近
.

幾
多
の
學
者
の
努
力
に
ょ
り
、
眞
に
革
新
的
な
理
論
が
稱
々
樹
立
さ
.れ
、
傅
統
的
理
論
の
ょ
く
な
し
得
な
か
っ
た
現
實
財
政 

:

の
.科
學
的
解
明
に
驀
進
し
て
ゐ
る
。
著
者
は
か
や
ぅ
な
現
代
の
革
新
的
財
政
理
論
.を
鈴
觀
批
判
し
て
諸
々
の
類
型
に
分
ち
、

....

各
々
の
现
論
を
.群
細
に
紹
介
分
析
し
て
本
書
を
な
し
た
。.
ま
こ
と
に
本
書
は
現
代
財
政
學
の
諸
现
論
を
知
る
，に
恰
好
の
書
で 

’

あ
る
。
目
次
前
篇
丨
共
同
欲
望
論
の
財
政
學
金
：體
生
義
の
財
政
學
目
的
論
の
財
政
學
功
利
主
義
の
財
政
學
i 

:
丨
財
政
學
の
社
#
-
理
論
財
政
社
龠
學
の
展
開
.こ
元
的
^
濟
紙
織
論
財
政
學
の
政
治
的
性
格

/

財
政
學
大
綱

大內兵銜著

(

上
4
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’

, 

—

—

戰

#

社

,

學

序

說

—

I

加

.

田
哲
ニ

.

- 

. 

• 

• 

. 

.

.

.

,

f
一

 

/ 

■
,

m

丨a

ッ
パ
大
戰
後
、
平
和
主
義
の
興
隆
は
、
目
覺
.ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
最
近
に
お
い
て
著
し
く
下
降
沈
滞
す
る
に
至
っ
た
。 

m

丨
ロ
ッ
バ
大
戰
以
後
に
お
い
て
は
，
大
戦
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
發
展
し
來
っ
た
帝
國
主
義
諸
國
の
政
治
的
經
濟
的
對
立
•
矛
盾
が 

1:

應
淸
算
せ
ぢ
れ
、
ヴ

/*
ル
兔
ィ
ユ
條
約
祀
お
い
て
：、
そ
の
貸
借
對
照
表
が
與
へ
ら
れ
た
の
で
，あ
る
が
、
こ
の
條
約
の
企
圔
し
た
と
こ 

:

ろ
は
、
：戰
敗
國
か
ら
の
領
土
•物
資
•武
器
•賠
償
余
の
收
獾
で
：あ
，り
、
‘そ
.の
將
來
に
お
け
る
戰
爭
能
力
の
剝
奪
で
あ
つ
て
、
か
ゝ
る
方 

rs
l
に
お
い
て
は
、
過
酷
な
ほ
ど
の
條
件
を
.戰
敗
國
に
課
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戰
勝
諸
國
に
お
け
る
趴
■
は
、
何
等
改
善 

せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
:°
^

佛
*泶
—

伊
を
中
心
-<
*
:す
る
重
.婴
聯
洽
徽
勝
諸
遛
の
關
.係
は
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戰
を
招
來
じ
た
諸
條
件
を
、

:

:
職
S

本
質
^
起
#

. 

r
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そ
の
ま
X
允
淺
し
て
、
と
れ
ら
列
强
の
關
係
が
ヴf

.

ル
サ
ィ
み
に
扣
い
ゴ
調
整
せ
ら
れ
為
ば
な
ら
方
か
つ
た
。
即
ネ
戰
举
勃
發
の
要
因 

:

を
含
ん
だ
ま
、
、
：
こ
れ
ら
：の
諸
國
を
中
心
と
す
る
國
際
聯
盟
體
系
が
，形
成
せ
ら
れ
た
。：
國
際
聯
盟
は
、
ヴH

ル
サ
ィ
ユ
條
約
體
系
を
維 

持
す
る
た
め
.の
集
團
保
障
規
約
で
あ
り
> 
從
っ
て
、
ョ'
1
口.
ッ
パ
：大
戰
以
前
か
ら
の
帝
國
主
義
的
對
立
■と
.矛
盾
と
を
そ
の
中
に
包
含
し 

た
と
こ
ろ
0.
瑰
狀
_
持
的
國
際
政
治
體
系
で
あ
つ
た
0

;

:

-乂

、

 ̂

:
■
:

こ
の
現
狀
維
持
的
國
際
政
治
體
系
に
對
し
て
は
、
少
く
と
も
、
三
つ
の
現
狀
打
破
的
勢
力
が
存
在
す
る
。
そ
の
第T

は
、
ヴ
ェ
ル
サ 

.
ィ
ユ
體
系
自
體
內
に
お
い
て
ビ
あ
る
。
ヴ
：ェ：ル
サ
ィ
テ
條
約
は
フ 

こ
れ
は
、
國
際
政
治
の
：力
的 

關
係
に
お
い
て
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
戰
勝
目
«]
に
お
げ
る
‘す
ベ
て
を
滿
足
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
か 

つ
た
。
イ
タ
リ
ー
は
、
三
國
同
盟
の
締
結
箸
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
政
治
上
の
必
要
か
ら
聯
合
國
と
し
て
參
戰
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
、

フ
ユ
ー
メ
そ
の
他
の
領
土
の
獲
得
に
あ
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
•る
0
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
を
始
め
參
戰
運
動
の
參
加
者
が
、
イ
タ
リ
ア
•
イ 

レ
デ
ン
ク
即
ち
大
イ
タ
リ
ア
主
義
に
ょ
る
領
土
蛾
張
を
夢
み
て
ゐ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
ヴ
ェ
ル
サ
イd

條
約
は
、
そ 

の
イ
タ
リ
ー
に
所
期
の
も
の
を
與
へ
て
が
な
い
。：
わ
が
國
の
如
き
も
、
.イ
グ
リ
ー
と
同
様
の
立
場
に
置
か
れ
て
ゐ
た
。
わ
が
國
が
參
戰

し
た
の
は
、
日
英
同
盟
の
交
誼
に
ょ
つ
•た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
軍
か
ら
奪
つ
た
山
東
の
如
き
は
、ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
條
約
に
お
い
て
は
、

.

日
本
に
そ
の
，處
置
がI

任
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
續
く
ヮ
シ
ン
ト
シ
會
議
に
お
い
て
は
、
支
那
に
對
す
る
還
附
が
强
制
せ
ら
れ 

た
の
で
あ
つ
.た
。
資
源
の
過
少
と
人
口
の
過
剩
に
惱
む
わ
が
國
は
、
か
X
る
少
部
分
の
割
前
を
す
ら
與
へ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
た
。 

か
く
の
如
き
領
土
的
紛
»
は
、
民
族
_
決
主
義
に
よ
る
群
小
國
の
建
設
に
際
し
て
も
諸
方
に
展
！1

さ
れ
た
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
戰
.

敗
國
の
指
導
的
國
家
で
あ
る
ド
イ
ッ
が
こ
の
條
約
に
不
滿
足
で
あ
る
.<
5
>は
1
い
ふ
ま
で
も
な
い
'0
ド
イ
ッ
は
'
エ
ル
ザ
ス
こ
ー
ト
リ
ン 

ゲ
ン
の
外
に
、
ベ
ル
ギ
ー
國
境
の
ー
部
い
シ
ュ
レ
ス
ウ
イ
ッ
'ヒ
•
ホ
ル
シ
ュ
タ
.イ
シ
の
一
部
、
上
部
シ
レ
ジ
エ
ン
の
炭
坑
地
方
、
ワ
イ
ク 

ゼ
ル
流
域
.の
趴
_
ポ
1
ラ
ン
ド
廸
廓
、
ア
フ
リ
力
並
.に
南
洋
：

Q

植
民
地
を
領
土
的
杧
割
取
せ
ら
れ
、，そ
の
上
に
巨
額
：の
賠
償
金
•船
舶
， 

貨
堪
•機
關
車
•武
器Q

引
波
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
ド
イ
ッ
が
、
か
\
る
ヴ
ラ
ル
サ
イ
.；i
-«
約
|

無

_賠

償

無

併

合

ぃ

の

ゥ

イ

ル

ソ 

ン
生
義
の
轉
化——

に
著
し
い
不
滿
を
有
し
.て
ゐ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
ヴ

h

ル
サ
イ
ユ
條
約
打
倒
は
政
治
漣
動
に
お
け
る
^

^
 

雨
翼
の
均
し
く
唱
道
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
，の
主
張
は
現
狀
維
持
に
對
す
る
現
狀
打
破
.で
あ
る
。
從
っ
：て
，
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
條
約 

の
體
系
中
に
は
、
戰
勝
國
の
間
に
お
い
て
も
.
,'
ま
た
戰
敗
國
の
間
に
お
.い
そ
も
、
：著
し
い
不
滿
弁
准
在
し
たQ

で
あ
る
。

。

.

そ
0
第
ニ
は
、
サ
ゥ
ス
.
丨
ト
同
盟Q

成
立
で
あ
る
。
戰
爭
に
ょ
る
»
シ
ア
政
治
機
權
め
崩
壌
は
、
ー
九
ー
七
年
十
月
に
.ヴ
ォ
'
ル
シ
*
ヴ
. 

ィ
キ
革
命
を
成
立
せ
し
め
た
.0
革
命
の
當
初
に
お
い
て
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
•
口
シ
ア
に
お
い
て
、ま
た
東
部
シ
ベ
リ
ア
に
ぶ
い
て
、
列
强 

の
對
露
午
涉
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
數
年
の
後
に
は
、
サ
ゥ
-
.丨
ト
同
盟
は
、
.ご
れ
ら
の
諸
國
の
軍
隊
を
自
國
領
か
ら
撤
退
せ
し 

め
、
そ
の
領
土
內
に
お
け
る
反
.革
命
分
子
を
彈
壓
し
て
、
プ
o
レ
ダ
リ
ア
獨
栽
を
主
張
す
る
共
產
黨
の
败
府
を
强
化
し
た
。
し
か
る
に 

共

產

生

_

は

單

に
一
國
の
共
產
主
義
化
を
主
張
す
る
の
.み
で
な
く
.*
世
界
革
命
の
理
論
を
持
っ
て
ゐ
る
。

こ
の
こ
と
が
第
一
に
列
强Q

 

干
渉
を
受
け
た
點
で
あ
る
。
共
產
主
義
の
'世
界
塔
命
運
動
は
、
先
づ
中
歐
諸
國
に
向
け
ら
れ
、幾
分
の
成
功
|

例
へ
.ば
ハ
ン
ガ
リ
革
命 

の
如
き——

を
遂
げ
た
が
、遂
に
歐
洲
か
ら
は
、
退
却
せ
ざ
る
を
.得
ざ
る
に
至
っ
た
0
/し
か
し
、
こ
の
.こ
と
は
、
世
界
革
命
理
論
の
放
棄 

を
意
味
す
る
も
.の
で
は
な
い
。
文
明
國
赤
化
の
政
策
は
、
後
進
國
赤
化
の
政
策
に
•轉
換
し
、來
っ
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
ま
た
は
半
植
民

職
爭
'の
本
f

起
.源
，■ 

三
：

C

三
四
：一
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三.四
四)

.地
國
の
.赤
化
政
策
に
、
コ
ム
ミ
ン
タ
ァ
ン
の
政
策
が
轉
じ
來
つ
た
の
.；で
あ
る
？
か
、
る
コ
ム
ミ
ン
タ
ァ
ン

(

そ
の
代
表
4
し
て
の
サ
ウ
f
 

ト
同
盟)

の
政
策
は
、
直
接
こ
れ
と
干
戈
を
混
ぇ
、な
い
で
も
、
植
民
地
を
有
し
、
ま
た
は
半
植
民
地
國
と
接
壤
し
、
こ
れ
と
密
接
な
關
係
を 

有
す
る
强
大
國
に
と
.つ
て
は
、
直
接
の
影
響
を
持
つ
の
で
あ
る
.
0
;ま
し
て
：、
サ
ウ
^
丨
ト
同
鹽
は
、
世
界
陸
地_の
六
分
の
一
を
占
め
、
こ 

れ
を
圍
繞
す
.る
幾
多
の
後
進
民
族
の
存
在
す
る
の
で
あ'る
か
ら
、：世
界
の
列
强
は
安
恕
た
る
こ
と
を
得
な
い
。
對
■サ
ウ
ユ
ー
ト
關
係
が 

.

.常
に
、
列
强
め
問
題
と
な
る
所
以
で
あ
る。
-;
.
'
:

そ
の
第
三
の
要
素
は
、
植
民
地
並
に
弗
植
民
地
國
の
發
展
で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戰
以
前
に
お
い
て
も
、
植
段
地
ま
た
は
半
植
民 

地
に
お
け
る
民
族
運
動
は
、
既
に
#
莅
し
た
。
し
か
し
ノ
こ
の
民
族
運
動
が
强
化
さ
れ
た
，の
は
、
ョ

ー
ロ
ッ
バ
大
戰
以
後
に
お
い
て
•で 

あ
る
。
そ
の
理
由
に
は
ニ0

あ
る
。
第
一
は
、
そ
の
政
治
的
覺
醍
で
あ
る
0

ョ
ー
ロ
ッ
パ
列
强
の
植
民
地
は
、
ョ
ー
ロ
ッ
バ
大
戰
に
際 

し
て
、
財
政
的
ま
た
は
武
力
的
援
助
を
そ
の
本
國
に
惜
ま
な
か
.つ
た
。
植
民
地
は
、
木
國
の
政
府
に
、
宜
額
な
戰
費
を
送
附
す
る
と
と 

も
に
、
.そ
の
土
着
段
の
軍
隊
を
も
遂
つ
た
。
か〜
る
行
爲
は
植
民
地
の
政
治
的
覺
醒
を
齎
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
二
は
、
そ
の
'經
濟 

的
發
展
で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
バ
.大

戰

は

、

ョ

ー

ロ

.
ッ

パ

の

X
業
國
を
し
て
、
軍
需
工
業
に
歌
念
せ
し
め
た
た
め
に
、
.平
和
的
商
品
の
生 

產
.額
の
減
少
を
來
す
と
同
時
に
、
そ
の
値
上
り
を
招
來
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
植
民
地
ま
た
は
半
植
民
地
國
に
お
け
る
雜
品H

業

.の

顯

著 

な
る
發
M
を
來
さ
し
め
た
。
こ
の
發
展
は
、從
前
か
ら
の
木
國
ま
た
は
列
强
の
^.
資
と
買
辨
的
土
着
資
本
の
發
展
と
に
、そ
の
銮
礎
を
置 

い
て
ゐ
る
。
.本
國
ま
た
は
列
强
の
資
本
主
義
的
商
品
の
大
量
輸
入
と
事
業
投
資
と
に
ょ
つ
て
、
.植
民
地
ま
た
は
半
植
民
地
の
.統

一

と
發 

展
と
が
成
さ
れ
、
更
ら
に
土
着
資
本
の
發
展
は
、
そ
れ
に
拍
車
を
懸
け
た
。
こ
の
蕋
礎
の
.下
に
お
い
て
民
族
運
動
が
發
展
し
來
る
の
で

あ
る
。
民
族
運
動
の
恶
本
的
形
態
は
、
植
民
地
の
本
國
か
ら
の
獨
立
、
半
植
民
地
に
對
す
る
列
强
の
政
治
的
干
渉
の
排
除
、
.國
家
と
し 

て
の
完
全
な
獨
立
性
の
獲
得
に
.扣
る
。
か
、
る
運
動
の
勃
興
は
、
：本
國
ま
た
は
列
强
の
，植
敁
地
的
利
益
に
對
す
る
侵
害
と
し
て
、
こ
れ 

に
對
す
る
彈
踮
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
頂
點
に
達
し
た
狀
態
が
、
植
民
地
的
戰
爭
と
な
つ
て
現
は
れ
る
。

か
く
の
如
き
三
つ
の
.條
件
は
、
何
れ
も
現
狀
維
持
的
企
圆
に
對
す
る
障
害
で
あ
る
が
、
こ
の
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
條
約g

g

系
下
に
統
制
さ
_ 

れ
な
い
從
來
か
ら
の
條
件——

こ
の
條
件
が
ヴ
ユ
ル
サ
イ
ユ
體
.系
を
形
成
せ
し
め
、
破
_
せ
し
め
る
も
の
，で
あ
る
が——

が
、
顯
著
に 

作
用
し
て
ゐ
る
靡
實
を
着
却
し
'て
は
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
列
强
の
帝
國
主
義
で
あ
る
。
帝
國
主
_
は
、
自
國
の
植
民
地
を
防
禦
す
る
の
は 

勿
論
で
あ
る
。
て
れ
を
持
.た
な
い
國
家
は
、•

こ
れ
を
獲
得
し
や
ぅ
と
す
る
。
英
•
米
•怫
の
.如
き
植
民
國
家
•
ソ
聯
•中
華
民
國
の
如
き
廣 

火
領
域
の
國
家
は
、
そ
の
領
土
並
に
吏
配
圈
を
維
持
し
、
こ
れ
を
擴
大
し
や
ぅ
と
勉
め
る
。
こ
れ
ら
の
諸
國
は
領
土
所
有
國(

H
a
v
e
s
)

 

で
あ
り
"
日
•伊
•獨
の
如
き
は
無
領
有
國
ま
た
は
僅
少
領
土
國(

H
a
v
e
-
g
t
s
)

■で
あ
る
.。
こ
の
.ハ
プ
グ
ス

と

.

バ
ァ
ヴ
•
ノ

ッ
ト
と
の
鬪
爭 

が
、
領
土
を
繞
つ
，て
行
は
れ
る
。
而
し
て
現
在
の
列
强
は
、
自
國
の
領
土
ま
た
は
支
配
下
の
國
土
を
中
心
と
し
て
、

I

の
ブa

ッ
ク
を 

形
成
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。

一
の
ブ
.ロ
ッ
ク
の
形
成
は
、他
の
勢
力
の
排
擊
で
あ
.る
。
そ
の
他
に
列
强
相
瓦
間
並
に
植
民
地
.半
植 

民
地
に
對
す
る
貿
易
戰
が
演
ぜ
ら
れ：

て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
：栽
礎
の
上
.に
行
：は
れ
る
闘
#
は
.、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
戰
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中 

撒
か
ら
近
代
初
期
に
行
は
れ
た
宗
敎
戰
矫
に
似
た
も
の
が
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ツ
バ
に
お
け
る
.フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
國
家
對
社
會
キ：

義
ま
た
は
人 

民
戰
線
國
家
の
對
立
、
コ
ム
•ミ
ン
タ
ァ
ン(

代
表
國
家
•
ソ
聯)

對
日
獨
防
共
協
定
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
條
件
が
ョ
ー
W
ッ
パ
大
，戰
直
後
の
平
和
主
義
を
凋
落
せ
し
め
.て
、
現
在
の
戰
爭
中
心
の
國
家
觀
を
勃
興
せ
し
め
た
の
で 

戰
爭
.の
本
質
.

W

起
源
- 

五

ハ

ー
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:戰
郇
の
理
論
も
、
か
、
る
諸
條
仲
の
變
化
也
称
っ
て
、
變
0
て
へ
ゐ
各
0
國
際
_
盟
«!
}

^
條
約
の
如
き
は
、
平
新
主
義
で
ゅ
あ
る
が
、

,
' 

. 

.

.

.

.

.

戰
爭
の
勃
發
を
豫
想
し
て
ゐ
る
組
織
で
あ
り
、
戰
爭
か
勃
發
を
袭
.然
に
防
也
レ
、
，.し
れ
を
平
和
的
.に
處
理
し
や
ぅ
と
ず
る
も
の
で
あ
っ 

一
て
、
.戰
^
勃
發
：の
原
因
と
な
石
べ
き
事
實
^
否
定
し
、
^
た
：は
除
^'
せ
.ん
.と
ず
る
も
^

は
な
1/
>

0寧
ろ
か
、
る
事
實
の：

存
在
の
認
識

0-
上
：に
立
っ
：て
ゐ
る
：も
..の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
ご
：W
ら
0:
:も
0:
ば
、
膨
维
の
手
段
た
る
輦
備
ど
廢
止
す
る
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
に
制

' 

. 

- 

.

.

.

.

.

.

.
• 

.

.

.

.

限
を
加
へ
ん
と
す
る
も
，の
で
あ
る
。
國
際
軍
11
!
縮
少
會
議
の
如
き
：.は
、.
.こ
^
で
f

、.
.こ
れ
ま
で
主
と
し
て
海
眾
カ
.の

各

國

比

率|€
ょ 

る
制
眼
が
行
は
れ
て
來
、

一
九
三
七
年
に
至
つ
て
所
謂
無
條
約
時
代
に
入
づ
た
こ
と
は
、
凋
知
.の
.£'
と
.で
あ
る
0 

:

ヴ
ェ
ル
サ
’ィ
ユ
條
約
下
に
ぉ
い
.て
、
直
接
軍
備
の
制
限
を
受
け
た
も
：の
.は
、
ド
4
ッ
で
あ
る
，。
多
數
の
軍
艦
•武
器
を
沒
收
せ
ら
れ
、 

g

軍
は
常
備
軍
-！-
萬
に
限
宛
せ
ら
れ
た
。
か
、
る
狀
態
：の
下
に
％
い
.で
,
ゼ
ー
ク
ト
將
箪
が
そ
の「

諸
兵
聯
合
の
指
挪
及
び
戰
_」

な
る 

軍
令
書
に
お
い
.て
、「

本
：̂
;
は
平
和
條
約
ー
に
侬
り
强
刺
せ
ら
れ
た
る
十
萬
の
險
軍
^
適
應
す
る
如
く
定
办
ら
れ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
否

現
時
の
世
界
に
お
け
る
强
大
國
め
丘
ハ
カ
編
制
裝
備
を
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
.あ
る
Js'
a

と
い
っ
て
、
大
軍
隊
の
建
設
を

、
+ 

-

s

標
と
は
し
て
.ゐ
る
が
、
現
實
.の
條
件
は
、
常
時
に
お
い
て
は
、.國
防
軍
十
萬
、
瞥
察
官
十
萬
.亦
> 
そ
の
蕋
準
を
な
し
、
こ
れ
に
有
事 

の
場
合
に
は
、
大
戰
の
經
驗
者
を
編
入
せ
し
め
る
こ
と
が
企
圖
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
.
- 

■'C

註
一)

佐
藤
窆
肋
大
陸
軍
謹
を
目
標
に
-|
1
«
:界
現
狀
大
觀
ノ
獨
_

和
國
|

昭̂
和
,

刊
'
ー
ニ
七
頁
.
' ■

.か

.X
,る
•事
情
の
下
に
お
.い
て
、
戰
爭
理
論
は
、
大
部
隊
戰
術
理
論
か
ら
小
.部
隊
機
械
化
趣
論
：に
轉
じ
-、
こ
れ
を
食
行
し
た
。
そ
の
理 

由
は
、「

こ
^
ら
の
理
論
は
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
の
講
和
條
約
に
ょ
つ
て
成
立
し
た
國
際
關
係
の
情
勢
か
ら
切
り
離
し
え
な
い
。
ブ
ル
ジ
.日
ア 

ジ
ー
の
軍
事
理
論
家
は
、
ヴ

-
ル
サ
イd

條
約
に
ょ
る
勢
力
關
係
を
長
期
に
わ
た
つ
て
持
續
す
る
も
の
と
見
做
し
た
。」(

註
二)
か
ら 

で
あ
る
。
次
に
、
.財
政
的
理
由
で
.あ
る
。
ョ
ー
〒
ッ
パ
太
戰
に
ょ
る
茛
大
な
軍
事
費
に
は
、最
平
何
れ
の
國
家
も
そ
の
財
政
_
を
嘆
じ
、 

軍
事
費
の
削
減
を
企
圆
し
て
ゐ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、「

小
部
隊
機
械
化
戰
爭
論
者
が
諸
國
に
現
は
れ
た
。
即
ち
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ラ
ア
、 

イ
タ
リ
ー
の
デ
ヴH

、
.

ド
イ
ツ
の
ゼ
ー
タ
ト
の
如
き
が
と
、れ
で
あ
る
,.
0(

啓i
D

わ
が
國
‘に
お
け
る
大
正
末
年
の
宇
垣
陸
相
の
四
ケ
師 

圈
減
小
ノ
、
機
械
化
部
隊
の
設
置
は
、
か
、
る
小
部
隊
機
械
化
戰
術
，を
實
行
に
移
し
.た
も
の
で
，あ
ら
.ぅ
。
''

(

註
一
一)

V

•
レ
1
ミ
ン
.

「

小
箪
隊
.
.理
論
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的「

總
體
戰
.
.理
論
へ
世
界
政
治
經
濟
情
翁
第
九
輯
.
戰
举
問
題
特
鞞
ニ 

一
 

K
.

(

註
三)

イ
•
レ
！
、、
ン
前
揭
,

一
九
頁
 

：
，

し

か
る
，
に

、
.世
界
の
國
際
情
勢
は
、
旣
に
節
し
た
や
ぅ
な
發
展
を
大
戰
後
に
遂
げ
て
ゐ
る
。
殊
に
、
戰
後
の
慢
性
的
不
況
が
、

一
九 

ニ
九
年
の
世
#'
恐
慌
に
發
展
す
る
や
、；
政
治
部
面
に
お
け
る
最
も
活
潑
な
恐
慌
對
策
の
要
求
と
な
つ
て
現
は
れ
た
。
列
强
は
、
，各
々
そ 

の
商
品
の
販
路
と
し
て
:,
ま
た
帝
國
主
義
的
投
資
の
地
域
と
し
て
、
特
殊
安
配
圈
の
防
衞
並
に
、
獲
得
^
狂
奔
し
、
資
源
の
分
配
•
植 

民
地
の
#
分
割
は
主
張
せ
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
强
大
な
軍
備
の
必
要
.が
强
調
せ
ら
れ
、
要
來
せ
ら
も
ゝ
に
至
つ
た
。.
而
し
て
、
か
く
の 

如
き
强
大
な
箪
備
の
要
求
は
、
第
一
一
次
世
界
大
戰
の
準
備
で
办
る
こ
と
は
い
ふ
.ま
で
も
な
い
。
武
の
戰
#
が
何
れ
の
場
處
に
お
い
て
、
 

即
ち
ョ
ー
口 
.ッ

パ

に
お
い
て
、
ま
た
は
極
來
に
お
い
て
行
は
れ
る
に
せ
ょ
、
そ
の
規
模
が
#
界
的
で
あ
る 

'ベ
き
こ
と
.は

明

瞭

で

.あ
る
。

膝
爭
の
本
質
螽
源
. 

七
' 

C

三
.四
，七)



職
.爭
の
本
質
>
v起
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八

(

三
四
八
0 

こ
の
情
勢
に
適
應
し
た
现
論
が
、
ル
ー
デ
ン
，ド
ル
フ
將
軍
の
總
體
戰
爭
論
.で
あ
る
。
f
ipq
y

ル
：！
デ
ン
ド
ル
フ
將
軍
は
.い
ふ
。 

「
各
植
の
爆
彈
0
み
で
な
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
：の
他
の
宣
傳
材
料
を
も
住
找
に
撒
布
す
る
航
空
機
の
進
歩
發
達
と
共
に
、
敵
の
ラ
デ 

.オ
宣
傳
を
普
及
せ
し
め
る
ラ
デ
オ
網
の
發
達
進
歩
と
と
も
に
、
總
體
戰
は
さ
ら
に
一
そ
ぅ
滦
刻
な
性
質
を
帶
び
て
來
た
。，
す
で
に
世 

界
大
戰
の
際
に
も
交
戰
國
は
幾
午
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
奧
行
き
の
深
い
交
戰
地
帶
に
お
い
て
戰
爭
しr

戰
郇
そ
の
も
の
と
同
じ 

く
戰
線
附
近
0
住
民
を
茜
だ
し
く
疲
弊
.せ
し
め
た
が
、
今
や
戰
場
は
，、
こ
0
言
葉
の
.完
全
な
意
味
に
お
い
て
、交
戰
國
の
全
領
土
に
擴 

が
る
€>
.で
あ
る
。
軍
隊
0
み
で
な
く
國
民
'も
、
す
ベ
て
の
層
が
同
じ
程
度
で
は
な
，い
に
し
て
も
、直
接
に
：宜
戰
に
參
加
す
る
。
國
民
は 

ま
た
食
料
封
鎖
や
宣
俥
の
ご
と
き
事
物
を
經
て
.戰
'爭
に
ま
き
こ
ま
れ
る
.。
ち
や
ぅ
ど
過
去
.に
お
い
て
、
要
塞
の
住
民
が
戰
维
に
ま
き 

こ
ま
れ
、彼
れ
の
窮
境
や
飢
娥
の
た
め
に
、
要
塞
の
引
渡
し
を
余
議
f

さ
れ
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
か
く
て
總
體
戰
は
武
裝
兵
に
た 

い
し
て
の
み
で
な
く
、
直
接
に
國
民
に
對
し
て
行
は
れ
る
。

總
體
戰
の
本
質
は
、全
國
民
に
た
い
す
る
致
命
的
脅
威
が
實
際
に
發 

■■
坐
し
、
そ
し
て
國
民
が
戰
#'
*
の
®
荷
を
擔
ふ
決
意
に
滿
さ
れ
た
場
合
に
、
始
め
て
、
實
行
し
得
る
ご
と
き
忡
質
の
も
の
で
あ
る…

.
o

し

S

S

:

(

註
四)

G
i
r
a

!-Ludendorf, 

Der totale Icrieq 1929 

,

，

(

註
五)

.:\丨
ミ
ソ
前
揭
書
三
五
上
宝
頁 

.

.わ
が
_
軍
も
、
國
を
擧
げ
て
の
軍
備
充
實
を
主
張
し
て
ゐ
る
。

、

「

現
代
に
お
い
て
國
防
力
を
形
成
す
る
も
の
は
啻
に
軍
備
の
み
で
.は
な
い
。
軍
備
•經
濟
*思
想
其
他
物
的
に
心
的
に
發
邮
せ
ら
る
ゝ
'

總
て
の
力
が
參
與
す
る
こ
と
に
依
て
、
國
防
力
は
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
國
，防
カ
は
國
家
の
實
カ
そ
0
も
0
と
も
言
ふ
ぺ 

き
で
あ
つ
て
、國
防
カ
即
ち
國
カ
と
も
謂
は
る
ベ
き
で
あ
ら
ぅ
。
軍
が
内
治
•思
想
等
に
就
き
深
き
關
心
を
有
す
る
の
所
以
も
、
亦
實 

に
此
處
に
袼
す
る
の
で
あ
つ
て
、
國
家
.の
總
ベ
て
の
力
を
培
養
發
邮
.し
、
之
が
ー
體
的
發
揚
に
依
て
自
信
あ
る
國
防
力
を
構
成
す
る 

こ
と
は
、
刻
下
の
1#
勢
に
於
て
眞
に
緊
要
の
こ
と
で
あ
る
。」(

骷
六)

C

話
六)

陸
軍
省
帝
國
及
列
國
の
陸
軍
昭
和
十
S

版
四
頁 

M
ら
に
陸
维
省
の
他
の
小
册
子
に
は
、
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。：

「

近
代
戰
爭
は
國
家
國
民
全
體
の
關
與
す
ベ
き
も
CD
.で
、『

國
家
阈
民
の
.生
存
に
於
け
る
努
力
の
'極
致』

だ
.と
見
る
ベ
き
で
あ
る
。
そ
れ 

を
一
言
に
し
.て
言
へ
ば
、『

近
代
戰
爭
と
は
、
國
家
間
の
坐
存
競
爭
CP
白
熱
し
た
も
.の
で
あ
る
.

』

.と
い
.ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。

さ
れ
ば
、
吾
一
々
阈
民
の
一
切
の
坐
沾
は
、
.實
に
戰
爭
行
爲
の
一
部
で
t

v

Mに
そ
れ
自
體
が
戰
部
の
實
體
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 

も
つ
と
判
り
易
く
言
，へ
ば
、
.政
治
も
、
終
濟
も
、
敎
育
も
、
宗
敎
も
、
藝
術
も
、
' 一
切
，の
.阈
民
坐
活
が
、
戰
举
の
栽
礎
を
な
す
も
の
で
• 

あ
る
。」(

註
六
a ) 

_

.(

註
六
a)

近
代
關
防
の
本
質
と
經
濟
戰
略

國
民
坐
活
の
戰
爭
の
準
備
へQ

從
屬
を
主
.張
す
る
も
の
は
、
K
ィ
ッ
の
'總
體
,

論
者
で
あ
る
。

彼
等
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
-ィ
ッ
ッ
の 

「

戰
爭
は
他
の
#'
段
を
も
つ
て
す
る
政
治
の
繼
續
で
あ
る」

と
.
.い
ふ
命
題
を
、「

政
治
は
戰
宰
の
奉
仕
者
で
あ
る」

と
い
；
命
题
に
置
き
變
. 

へ
て
ゐ
る
9(

註
七)

.ル
：1
デ
ン
ド
ル
フ
將
軍
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
淸
算
を
主
張
し
、
戰
爭
の
.政
治
に
對
す
る
支
配
.を
說
く
。
ウ 

戰
爭
の
本
質W

起
源
. 

九

(

三
.四
九〕



難
爭
の
：本
質
^
越
源
，
 

5

Q

S

0

) 

.ォ
ル
.タ
ガ
は
^
更
ら
に
進
ん
セ「

戰
寧
の
_

憲

法」

の

震

を

も

づ

ぞ

，
、

.現
下
办
最
重
要
.課
題
で
お
る
と
ず
.る
0ぃ
彼
は
■い
ふ
。

「
I

一
十
-fi
t
紀
は
未
來
の
史
家
に
ょ
つ
.て
い
0
か

戰

爭

の

.
世
»:
と
.名
>つ
^
ら
れ
.る
で
ぁ
&:
'
0-
0

;

.

^

て

多

數

の

.戰 

が
實
際
に
行
.は4

た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
の
み
で
.な
く
、
*
<
生̂
#'
0
表
現
形
式
：と〈

じ
そ
の
戰
爭
の
徹
底
的
變
化
と
..い
ふ
こ
と
が
ら 

も
生
れ
る
。
：
：
戰
爭
は
も
は
や
、■
獨
立
の
意
義
を
も
た
ぬ
偶
然
的
な
事
件
と
は
考
へ
ら
れ
な
'い
0.
戰
歌
は
、
平
和
を
す
つ
か
り
廢 

'
絕
し
，た
く
ば
•思
は
な
か
つ
た
と
し
て
も
*
少
な
く
と
も
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
を
自
分
自
身
'の
法
則
に
從
ベ
ょ
う
と
欲
し
て
ゐ 

'
る
。
戰
荦
は
獨
得
な
、
獨
立
的
な
'.
自
分
自
身
の
'法
則
を
有
つ
た
現
象
.
*自
己
.の
故
在
形
態
.に
.お
い
セ
は
、
平
和
と
同
價
値
o
現
象 

と
し
：て
進
出
し
た
0
.以
前
に
は
、
平
和
は
_
爭
に
だ
い
し
て
、
.自
分
自
身
0
秩
序
を
附
與
し
、
戰
爭
を
决
律
の
埒
に
は
め
.こ
史
う
と 

.
欲
し
、
自
分
：の
法
則
と
價
値
の
支
配
下
に
置
か
う
と
し
た
が
、
現
在
で
.は
反
對
に
、
'平
和
は
戰
爭
の
要
求
に
服
從
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
"

,戰
#
は

世

紀

の

、
壬

入

と

な

0
た

、
：
戰

變

は

平

和

：を

休

戰

の

；
地
位
へ
に
：
追

ひ

や

つ

た

？

時

代

.の

最

も

主

耍

な

特

徵

を

形

づ

く

る

戰

赞

の

か 

:
く
の
如
き
解
放
は
、
そ
の
實
行
の
た
め
に
、
さ
ら
に
.最
後
の
仕
上
げ
の
一
步
を
要
求
す
る
0
如
ち
平
和
の
前
提
に
邀
い
た
社
會
秩
序 

を
廢
JK
し
、
戰
举
の
特
殊
な
必
#
に

應

ず

る

も

め

を

も

.つ

て
、
そ
れ
に
代
へ
る
こ
と
で
あ
る
o
か
う
い
ふ
戰
爭
の
社
會
憲
法
を
創
造 

す
る
こ
と
は
、

'

ま
た
今
日
の
.特
殊
な
課
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。」
s

八〕

(

註
七〕

レ
ー
ミ
ン
前
掲
©

三
七
頁
べ 

•

-

(

註
八)

レ
？
、、シ
''
前
揭
書
四
ー
|
四

ニ

頁

/.

ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
ま
た
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
の
如
き
立
場
に
よ
っ
て
"
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
.ッ
ツ
の
戰
爭
理
論
を
淸
算
し
得
た
の
だ
と
思
ひ
込

む
こ
と
は
、
馨

に

關

す

る

麗

S.

不
足
.を
現
は
す
に
過
ぎ
な
い
。
い
ま
や
、
機
戰
爭
論
や
廣
義
國
防
論
は
、
い
た
る
き
ろ
に
行 

は
れ
こ
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
戰
维Q

政
治
に
對
す
る
支
配
で
は
な
く
し
て
、
政
治
の
變
化
か
戰
#

•戰
C
の
變
化
と
な
つ
て
現

ょ
れ
こ
ゐ
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
エ，'ヴ
ァ
ル
ト
‘
バ
ン
ゼ
の
如
き
ナ
チ
ス
軍
事
理
論
家
も
、
戰
带
は 

一Q

手
段
で
あ
つ
て
、
政
治
が
そ

;

 

:
 

.
■
.

一
.
：
 

.
 
'

 

-

のE
E

的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る(

註
九〕

こ
の
バ
シ
ゼ
の
立
場
は
、
か
X
る
限
り
に
お
い
て
は
正
し
い
。

べ
註
し〕

W
1

P-
皆 
J
 

d
nd Volk i

m

 

w
e
l
t
s
e
g
.

 English translation, 

G
e
r
m
a
n
y

 prepares for war. 

A

 

Nazi 

Theory of 

V
 National 

Defense 

1934> 

Chap. I..

戰
带
理
論
が
い
づ
れ
で
あ
る
に
せ
ょ
、
現
實
に
戰
發
が
近
づ
き
つ
V

あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に列
强
が
軍
備
の
搬
張
に
努
力
し
つ
、 

あ
る
の
は
事
實
で
あ
る
。(

蝕
ー
〇〕

こ
の
事
實
は
何
人
：も
看
過
し
得
な
い
と
こ
.ろ
で
あ
.り
、
現
代
人
と
し
て
、•.何
人
も
注
意
を
こ
、
に 

向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
：國
民
と
直
接
の
關
係
を
、
そ
'の
生
活
に
持
つ
ば
か
り
で
な
く
、
實
に
、
そ
の
坐
活
の
規
盤
ぜ 

ら
れ
る
國
家
の
大
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
近
時
財
政
經
濟
の
問
題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
戰
時
財
政
•
國
防
經
濟
が
論

究
せ
ら
れ
る
の
は
、
當
然
の
傾
向
で
あ
る
が
、
'社
會
學
の
問
題
と
し
て
は
、
寧
ろ
採
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
極
め
て
稀
れ
で
あ
る
蕻

'

 
.

.

.

 

.

.

• 
.

 

. 

,

 

.

.

 

•

.
 

.

.

.

.

 

.

.

.

 

.
.

.

實
は
、
社
會
學
の
如
き
現
實
的
問
題
に
直
面
す
る
學
問
と
し
て
は
、
不
思
議
の
觀
な
き
を
得
な
い
。
殊
に
、
現
代
の
戰
爭
が
、
單
に
武 

カ
戰
D

み
.で

.±

ま
く
、•
經
濟
戰
•
思
想
戰
で
あ
る
と
い
は
れ
て*
ゐ
：石
以
上
、

(

課 

一
C

そ
れ
は
、
觸
に
社
會
的
戰
麥
と
い
ひ
#
る
か
ら
で

あ
る
.。.：

か
、
.る
見
地
か
ら
社
#
學
的
見
地
か
ら
戰
爭
を
論
.ず
る
こ
と
は
> 

.現在
の
：社
會
學
の1

大
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0(

5
 
ニ)

*

:(

註
.一
〇)

齓
揭
ハ
陸
軍
省
小
册
：子
參
照
.
：
：

',
.
政
费
办
尜
贫
ミ
勤 

.こ

S

I

5

0



,

戰
爭
の
本
質
.

W

起
源 

一
二 

(

三
五
ニ)

(

課

ニ〕

陸
軍
省
新
聞
班
國
防
：の
本
義
と
其
强
化
の
提
唱
'

.(

訪 
一
5

筆
齊
は
か
.、
る
見
地
か
ら
戰
带
社
會
擧
を
問
題
と
す
る
0
こ
れ
は
筆
者
の
み
ひ
生
張
す
る
と
こ
ろ
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
*
シ
ユ
タ

イ
シ
メ
ッ
ツ
の
如
き
は
、
戰
带
社
會
學
の
大
著
を
發
表
し
て
あ
る
:0
筆
密
の
次
め
論
稿
は
、
.素
よ
り
不
備
で
は
あ
る
が
、
多
少
の
參
考
と
な
る 

だ
ら
ぅ
。

•
 

:
へ

1
戰
茚
社
會
學
の
課
題
し
日
本
評
論
昭
和
十一

年

四

月

號「

戰
爭
社
會
學

'
文
献
雜
考
/

三
田
學
會
雜
誌
第
ニ
十
九
卷
十
號

「

戰
举
論J 

.
三
田
評
論
昭
和
十1

年

十

月

號

' 

: 

:

•
» 

•

;
. 

. 

, 

, 

.

H

:

:

.

社
會
學
は
從
來
か
ら
戰
爭
な
：る
事
實
に
盲
目
で
あ
っ
.た
の
で
は
な
い
。
肋
會
學
は
、
そ
の
社
會
科
學
と
し
て
の
後
進
性
0
.改
に
、
人

類
の
原
始
的
狀
態
の
如
き
、
國
家
と
國
家
と
の
關
係
の
問
題
の
如
き
、
そ
の
科
學
的
歸
屬
の
明
瞭
で
な
い
領
域
の
‘绳
象
を
論
ず
る
頃
向

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

• 

•
. 

. 

. — 

*

を
持
っ
て
ゐ
た
。(

魏
一
三)

而
し

て

、

社
會
學
體
系
の
成
立
時
代
、
即
ち
第
十
九
世
紀
の
後
半
に
お
げ
る
/l
i
t#
學
者
の
努
力
は
、
實
に
か 

X
る
方
面
に
，向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
坐
物
學
に
お
け
る
チ
ャ
ー

ル
ズ
•
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
の
貢
献
を
、社
#
學
の
領
域
に
お
い
て
、 

採
用
せ
ん
.と
す
る
倾
向
が
强
く
存
在
し
た
。
こ
の
，、傾
向
は
、
ハ
ア
バ
ア
ト
•
ス
•へ
ン
サ
ア
の
硏
究
と
と
も
に
始
ま
っ
た
も
.の
で
あ
っ
て
、 

社
會
的
ダ
ウ
ィ
ン
主
_(

5
02.
3
1 Dal:w

5*i
s
m
)

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
社
會
的
ダ
ァ
ウ
イ
ン
主
義
と
い
ふ
言
葉
は
、
確
宛
的
な
意

_
を
持
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
使
用
す
る
人
に
よ
つ
て
多
少
の
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
要
な
顷
向
は
、
競
爭
並

• 

- 

.

.

.

に
馨
の
現
象
、
殊
に
團
體
と
圈
體
と
の
間
の
競
爭
と
鬪
爭
並
に
か
X
る
闘
爭
に
よ
る
均
衡
と
調
盤
に
よ
つ
て
、
社
會
現
象
を
說

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
生
物
現
象
に
ぉ
け
る
グ
ァ
ゥ
ィ
ン
の
學
說
に
ょ
っ
て
、
主
と
し
て
類
推
的
に
人
間
の
社
會
組
織
と
社
會

m
七
と
を
說
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
X
る
社
會
的
グ
ァ
ウ
ィ
ン
主
義
は
、
第
十
九
世
紀
の
後
半
に
繁
榮
し
た
學
說
で
あ
つ 

で
、
當
時
0
國
際
的
戰
爭
、
即
ち
植
民
地
の
掠
取
、
小
邦
の
屬
國
化
ま
た
は
併
合
に
對
し
て
、
そ
の
理
論
的
栽
礎
を
與
へ
、
社
會
現
象 

に
お
い
て
は
、
坐
活
に
お
け
る
優
勝
劣
敗
の
事
實
を
、
こ
れ
に
よ
つ
て
說
明
し
、
殊
に
經
濟
生
活
に
お
け
る
.弱
肉
强
食
の
事
實
を
說
明 

し
、
經
濟
的
個
人
主
義
、
即
ち
經
濟
的
自
由
主
義
.に
社
會
學
的
®
礎
を
與
ベ
た
も
の
で
あ
る
。
か
X
る
意
義
を
持
つ
て
ゐ
た
社
會
ダ
ァ 

ウ
ィ
ン
主
義
は
、
第
十
九
世
紀
の
後
半
並
に
二
十
世
紀
の
初
葉
に
お
け
る
ル
ド
ウ
ィ
ヒ
•グ
ン
ブ
ロ
ウ
ィ
ツ
、
グ
ス
タ
フ
•
ラ
ッ
ツ
ノ
ン 

フ
ォ
ー
ヘ
ア
、
ウ
ォ
ル
夕
1
•
バ
ジ
オ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ク
•
ノ
ヴ
ィ
コ
ウ
な
ど
の
著
作
に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
る
、
社
會
學
思
想
で
あ
る
。
こ 

れ
ら
の
諸
學
盏
の
立
場
は
各
々
異
っ
て
ゐ
る
0
し
か
し
、
そ
の
共
通
的
立
場
は
、
鬪
'爭
•陶
汰
•順
應
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
社
#
現
象
を
說
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o C

註
一
四)

(

課
一
三)

FVanz Oppenheimer. System der soziologie'Bd. L

 

.

.

.

.

.

(

註
一
四)

ザ
，

T
h
e

 Development of sociology, 1936. 

1
500
.
 

本
節
の
記
述
に
關
し
て
は
同
書
第
十
四
章
社
會
ダ
ア
ウ 

イ
ン
主
義
ー
艽
八
丄
七
八
頁
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
し
。

ダ
ァ
ウ
ィ
シ
が「

種
の
起
源」

を
發
表
し
た
の
は
、

一
八
五
九
年
で
あ
る
が
、
彼
は
生
物
の
，生
存
要
件
と
し
て
、
生
存
競
爭
を
擧
げ
て 

ゐ
る
o

「

生
#
競
爭
は
、
有
ら
ゆ
る
有
機
物
が
高
度
の
此
率
を
以
て
增
殖
し
よ
う
と
す
る
.こ
と
か
ら
、
必
然
に
起
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
自
然 

的
坐
涯
の
間
に
、
多
く
の
卵
或
は
種
子
を
產
む
各
生
物
は
、
是
の
坐
.涯
の
あ
る
時
期
の
間
に
、
又
は
或
る
季
節
若
し
く
は
或
る
年
の
間

截
爭
の
本
質
ミ
起
源 

一

三

(

三
五
三)



熾
,
の
本
摩w

養
 

一■
四

0

三
'35
:

四〕

.

に
破
滅
：を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
'ざ

れ

ば

、

倍

數

增

加

の

.原

則

に

ょ

っ

て

 

>
.直
ち
に
そ
(0
數
は
> 
如
何
な
る
國
も
そ
の
所
產

を
.支
，
へ
る
事
の
，
出

來

ぬ

程

、
，
非

常

な

多

い

も

の

に

な

る

‘だ

ら

、
ぅ0
斯
く
坐
存
.し
.得
る
ょ
り
も
多
く
の
；個
墙
が
生
れ
る
の
で
、
如
河
な 

.

.る
場
合
に
お
い
て
も
*
或
る
個
體
と
同
種
の
他
の
.個
體
或
は
他
の
■種
の
個
體
と
の
.間
に
、
^
し
く
は
、
其
の
周
圍
の
物
理
的
虫
活
狀

態
と
の
間
に
、
坐
存
競
爭
が
起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
學
說
に
M
に

幾

猫

の

力

を

加

へ

て

、

そ

队

を

.全

動

植

物

见

に

，適

用.し
た
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
ノ
こ
：の
場
合
に
は
、
食
物
の
人
爲
的
增
加
と
い
ふ
や
ぅ
な
事
も
-
又
結
婚
の
愼
重
な
制

限
と
一K

ふ
や
ぅ
な
事
も
あ
り
得
な
い
o
.
あ
る
種
が
多
少
迅
速
に
.そ
.の
數
を
增
加
す
る
こ
と
は
.あ
る
が
、
有
ら
ゆ
る
種
が
同
様
に
增
加

.. 

.

す
る
事
は
出
來
な
い
？
何
と
な
れ
ば
い
世
界
は
、
こ
れ
を
支
.へ
得
.な
い
だ
ら
ぅ
か
ら
0」(

驻
一
五〕
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か
、
る
生
#
上
の
必
要
に
ょ
る
自
然
陶
汰
の
學
說
を
動
植
物I

般
の
理
論
と
し
て
■摘
用
し
、
後
.の
社
會
學
盏
は
、
こ
の
理
論
を
更
ら 

に
社
會
現
象
に
摘
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ァ
ウ
ィ
.'ン
の
所
說
は
、
引
用
文
.中
に
も
琪
は
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、
マ
，ル
サ
ス
人
口
論
の 

前
提
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
理
論
的
發
展
に
お
い
て
は
、
マ
ル
サ
ス
I
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
ー
社
#
グ
ジ
ウ
ィ
ン
主g

若
の
段 

階
を
經
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
社
會
科
學
者
、
殊
に
人
：ロ
論
者
と
し
：て
の
マ
ル
サ
ス
が
、
人
間
の
.木
能
と
し
.て
の
性
欲
と
食
愁
の
普
遍 

性
.と
生
活
資
料
の
限
界
性
と
の
關
係
か
ら
立
論
し
た
.人
ロ
法
則(
註
-—
•
2

'.
に
立
脚
し
た
點
に
お
い
て
、
マ
ル
サ
ス
d

偉
大
な
業
蹟
と
い 

ふ
べ
く
、
こ
の
窜
跡
の
評
儐
を
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
以
後
に
い
た
る
ま
也
、
社
會
學
的
に
評
値
す
る
も
の
極
め
.て
稀
れ
で
あ
っ
た
事
實
は
、
決 

し
て
社
會
學
者
の
名
#
で
は
な
い
9 

:

(

註
一
六)

Malthus, An. Essay on the. Principle of

'
*

population. 1797 

社
會
學
の
範
圍
に
お
け
る
グ
ァ
ゥ
ィ
ン
主
義
の
摘
用
は
、
々
r
ル
タ
ア
，
バ
ジ
オ
ッ
ト
の
一
八
七
ニ
年
刊
行
の「

物
理
學
と
政
治
學」 

に
始
ま
つ
て
ゐ
る
タ(

註一

七)「

物
理
學
と
政
治
學J

は
、
旣
に
彼
の
先
驅
奢
サ
ア
*
へ
ン
リ
i

H
ス
•
メ
ィ
ン
の
著
作
に
現
は
れ
て
ゐ
た 

思
想
の
手
際
の
ょ
い
線
合
で
あ
っ
た
。
彼
の
問
題
の
取
扱
方
法
と
そ
の
名
文
と
が
、
彼
の
名
聲
を
與
■へ
た
も
の
で
あ
り
、
社
會
學
上
に 

お
け
る
注
意
を
喚
起
レ
た
の
で
あ
る
。「

物
理
擧
と
政
治
學」

は
、
人
類
社
會
並
に
歷
史
.に
對
す
る
自
然
陶
汰
理
論
の
明
白
な
摘
用
で
あ 

る
。「

物
理
學
と
政
治
學」

に
お
け
る
物
理
學
と
は
、

坐
物
擧
を
脅
め
て
の
自
然
科
學
と
同
義
語
で
あ
り
、
.政
治
學
は
社
會
科
學
と
意
味 

を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
0
こ
の
著
は
社
會
科
學
に
樹
す
る
自
灘
科
學
の：

應
用
と
し
て
、
ま
.た
雨
者
の
綜
合
と
し
て
、
そ
の
相
行
當
時
に
あ 

っ
て
は
、
獨
創
的
な
る
も
の
を
持
っ
て
ゐ
た
.0
ニ
百
頁
許
り
の
小
冊
子
に
、
廣
汎
な
社
會
進
化
の
理
論
を
展
開
し
、
そ
の
自
然
陶
汰
的 

社
會
理
論
は
、
.後
の
：社
#
理
論
を
影
響
す
る
こ
と
.が

大

で

，
あ
.つ
..た

。
.
.
ハ
ジ
オ
ッ
ト
，の

紅
#
進
化
論
に
•お
け
る
.̂

一
 

涉
の
認
識
は
軍
獨 

な
る
部
族
ま
た
は
民
族
に
お
け
る「

慣
習
の
.凝
結」

の
形
成
で
あ
る
。
即
ち
す
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
、
集
團
內
に
お
け
る
個
人
の
行
動 

を
規
盤
し
、
指
導
者
に
對
し
て
大
衆
を
有
効
.に
..服
從
.せ
し
め
る
..

〗

：聯
の
，規
雜
並
に
慣
習
の
.發
展
が
あ
る
0
と
れ
ら
の
規
.律
は
、
政
治
的
並
.
 

に
宗
敎
的
承
認
に
ょ
つ
て
支
持
せ
ち
れ
て
ゐ
る
？

か
く
の
；如
く
に
し
て
、
集
團
が
、
；そ
の
結
成
を
な
し
遂
げ
た
場
合
、
そ
れ
は
、
他
P 

集
團
を
征
服
し
、
こ
れ
を
絕
滅
せ
し
め
る
か
、
ま
た
は
こ
れ
に
自
已
め
方
式
を
課
す
る
の
で
あ
る
0
こ
の
過
程
は
集
®
の
陶
汰
を
行
ひ
、

か
く
て
、
集
團
.

Q

組
織
及
び
統
制
の
形
態
に
對
す
る
陶
汰
を
な
す
の
で
あ
る
。

■
:

七)
Valter Bagehot,. Physics syid Politics 1

8
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「

民
族
形
成」

は
.、
異
れ
る
群
圑
ま
た
は
部
族
の
瀹
成
員
:o
間
に
お
け
る
人
種
的
差
異
の
蕋
礎
に
お
い
て
行
は
れ
る
の
で
は
.な
く
、
顯 

'著
.に
し
.て
、
魅
惑
的
な
個
人
の
示
し
て
ゐ
る
態
度
•
典
型
的
な
行
動
•性
格
形
態
が
、
大
衆
の
間
：

H

模
倣
的
に
顿
大
す
る
こ
と
に
、
そ
の 

滿
礎
を
置
く
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

一
の
典
型
が
成
立
す
る
と
、
模
倣
の
勢
力
は
、
こ
れ
に
倣
は
な
い
者
に
：對
す
る
迫
害
と
.な
つ
て
現 

は
れ
る
傾
向
に
よ
っ
て
、
强
化
せ
ら
れ
る
？
こ
の
命
題
.は
あ
る
程
度
ま
で
：の
社
會
的
進
步
の
說
明
に
は
な
る
。
し
か
し
文
明
が
こ
の
點 

を
越
え
て
池
步
し
た
か
を
示
す
も
の
1で
は
な
い
。

}
.典
型
が
、有
力
に
な
る
と
、民
族
形
成
過
程
は
、

一
形
態
及
.び
民
族
性
格
の
保
守
主 

義
を
涵
養
す
る
。
こ
れ
以
上
.の
進
歩
は
、
，討
議
に
よ
る
政
治
の
發
達
し
た
國
家
、
並
に
原
則
の
問
題
.が
时
議
に
よ
っ
て
遂
行
せ
ら
る
、 

國
家
に
お5

て
、
行
は
れ
る
の
.で
あ
.る
。
野
蠻
並
に
未
開
社
會
に
お
い
て
は
、
，活
潑
な
时
論
が
行
は
れ
、
文
明
社
會
に
お
け
る
よ
り
も
、
 

言
論
の
發
達
を
見
せ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
討
議
は
、
た
^
特
殊
の
集
團
の
仕
事
で
あ
っ
て
、

一
般
原
則
の
問
題 

で
は
な
い
。
か
く
て
'
パ
ジ
オ
.ッ
ト
は
、
二
っ
の
範
疇
、
即
ち「

慣
習
0
凝
結
し
と「

討
議
の
時
代」

と
に
よ
っ
て
*
社
會
的
進
化
が
行
は 

れ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
慣
習
の
凝
結
と
典
型
の
形
成
に
よ
っ
て
、
民
族
形
成
が
行
は
れ
、
こ
の
發
展
が
更
ら 

に
、
他
の
人
間
集
團
に
賦
課
せ
ら
る 

>
て
と
に
よ
0
.て
、
民
族
の
擴
大
、
即
ち
集
圑
と
制
度
.と
の
自
然
陶
汰
が
’あ
b
と
し
た
。
こ
の
自 

然
陶
汰
の
最
も
重
要
な
方
法
は
戰
爭
で
あ
る
。
.こ
ふ
に
パ
ジ
オ
ッ
ト
は
、
戰
#
ま
た
は
闘
爭
の
重
要
性
を
認
め
て
ゐ
る
。(

餘一

七
A) 

(

註
-一
七
<

^.House, D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

a
g
on.
o
o
g
y
. 

p
p
.
M59452

パ
ジ
オ
ッ
ト
に
よ
っ
て
採
用
せ
ら
れ
た
社
會
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
主
義
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
•
キ
ッ
ト
の「

社
會
進
化
論」 

に
よ
つ
て
受
け
繼
が
れ
^
註
一
八)

更
ら
に
ル
.ト
ウ
ィ

ッ
ヒ
•
グ
ム
ブ
ロ
ウ
イ
ッ
ツ
に
よ
つ
て
肢
開
せ
ら
れ
た
。(

註
一
九〕

こ
れ
ら
の
諸
學

若
は
、

一
の
征
服
の
社
會
學
を
主
張
し
た
點
に
.お
い
て
、
社
會
進
化
に
お
け
る
戰
爭
£
思
義
を
强
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
グ
ム
ブ

a

ウ
ィ
ッ
ッ
は
人
種
闘
荦
キJ

社
會
的
進
：化
に
#
け
る
最
も
重
要
な
要
素
と
し
、
.こ
.の
i§
爭
に
よ
つ
て
、
人
類
の
歷
史
が
形
成
せ
ら
れ
る

と
見
た
の
で
あ
つ
て
、
現
在
に
お
い
て
も
、
人
種
論
者
.
殊
に一

人
種
の
優
越
を
主
張
す
る
論
者
の
經
典
と
看
做
さ
れ
る
も
の
は
、
そ

の「

人
種
鬪
爭
論
し
で
あ
る
？

： 

■
.... 

.

.

.

.

.

.
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社
會
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
主
_
者
は
、
何
れ
も
、
そ
.の
社
會
學
的
命
題
の
.中
心
要
素
と
し
て
、(

鬪
爭
を
置
き
*
そ
の
本
質
的
な
る
も
の
を
戰 

爭
と
す
る
傾
向
が
あ
る
9

社
會
ダ
ァ
ウ
ィ
ン
主
義
者
の
一
々
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
間
に
差
異
の
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
，る
が
、
鬪 

爭
を
重
要
視
し
た
點
に
お
い
て
は
、1

様
で
あ
石
。
し
か
し
、
こ
の
鬪
爭
と
戰
爭
と
を
同一

視
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
許
し
得
な
い 

こ
と
で
あ
る
。
本
節
に
お
い
て
は
、
戰
爭
の
本
質
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
、
鬪
爭
の
解
剖
を
試
み
や
ぅ
と
思
ふ
。
旣
に
社
會
ダ
r
ウ
ィ 

ン
由
義
者
の
所
說
に
よ
づ
.て
も
明
か
な
や
ぅ
に
、
_
爭
は
人
間
の
ニ
0
甚
本
的
事
實
で
あ
る
0
し
か
し
、
社
會
ダ
T
ウ
ィ
ン
主
義
者
、
 

殊
に
ト
：マ
：K.

•
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
の
如
き
は
、「

最
も
弱
き
者
、
最
も
愚
か
な
る
者
.は
死
域
しV

最
も
頑
强
な
る
者
、
最
も
狹
猾
な
る
者
、
よ 

し
他
の
點
に
お
い
て
、
最
善
の
者
で
な
く
と
も
ノ
兎
も
角
も
、
:%
.の
周
圍
.'0
事
情
と
對
抗
す
る
.に
最
も
よ
く
適
す
る
者
は
生
き
淺
つ
て 

來
た
。
人
坐
は
不
斷
の
自
由
闘
©
•で
あ
つ
た
。
そ
し
て
家
族
と
い
ふ
狹
い
一
㈱
的
の
關
係
以
外
で
は
、
ホ
ッ
ブ
ス
流
の
總
人
對
總
人
の 

截爭の本
質过起源
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、 

1

七

(111

五七

)



戰
爭
の
■本
質
：ミ
起
櫸
： 

一

八

(

三
五
八)

戰
^
が
生
存
の
常
態
で
あ
っ
た
0
.

」

®
 
ニ
0)

‘と
い
ふ
如
く
論
斷
し
て
、闘
爭
的
社
.會
觀
を
高
唱
し
、
社
#
內
に
お
1け
る
個
人
對
個
人
ま 

た
は
集
團
對
集
團
の
鬪
销
並
に
入
®
的
團
體
對
_
罾
の
_
爭
の
社
會
的
員
^

に
對
す
る
貢
献
を
强
調
し
、
鬪
举
ま
た
は
戰
#
申
心
の
社 

會
觀
を
提
唱
し
た
。
こ
の
說
に
對
す
る
社
會
學
的
反
駁
は
：
ヒ
ー
タ
ー
，
ク
ロポ
ト
キ
ン
' に
ょ
づ
て
提
起
さ
れ
て
ゐ
る
。彼
は
坐
存
競
爭 

の
事
實
と
i
も
に
、
' 相
互
扶
助
の
事
實
を
注
意
す
る
必
要
を
論
じ
、生
存
競
#
•適
者
生
存
の
社
會
學
說
の1

の
獨
斷
で
あ
る
こ
^
を
論 

じ
て
ゐ
る
。

:
. 

‘ 

.

「

さ
れ
ば
、
そ
の
後
進
化
論
と
社
會
學
と
の
關
係
に
注
意
を
闵
け
た
時
に
も
、
.私
は
こ
の
重
：要
な
問
題
を
取
扱
っ
た
如
何
な
る
著
述
に 

も
同
意
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
そ
れ
ら
の
著
述
は
す
べ
て
皆
な
人
類
ば
、
.そ
の
優
秀
な
知
力
と
知
識
^
に
ょ
っ
て
、
人
類
間 

の
坐
存
競
爭
の
激
烈
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
ふ
事
を
、
立
證
す
る
こ
と
に
努
め
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
同
時
に
又
、
' そ
れ 

ら
の
著
述
は
み
な
一
動
物
と
他
の
あ
ら
ゆ
る
そ
の
同
類
と
の
、

一
人
間
と
他
の
あ
ら
ゆ
る
人
間
と
の
生
存
方
法
の
た
め
の
競
爭
は 

「

一
自
然
法」

で
あ
る
と
認
め
て
ゐ
る
.。
し
か
し
"
私
は
此
の
說
に
同
意
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
へ
ば
、
各
々
の 

種

の

：中

に

生

活
.の
た
め
の
容
赦
の
な
い
內
亂
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
、
且
っ
こ
の
內
亂
を
進
歩
の
一
條
件
と
し
て
認
め
る
の 

は
、
私
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
立
證
さ
れ
な
い
、
し
か
も
直
接
觀
察
の
肯
定
を
經
な
い
事
柄
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
つ
た
。」 

(

註
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,

ク
ロ
ボ
ト
キ
ン
は
、
こ
0
命
題
|:
.
.立
證
本
る
た
め
に
、
動
植
物
か
世
界
と
と
親
の
歷
史
と
を
利
用
し
て
>
動
植
物
に
お
い
て
も
、
人 

間
に
お
い
て
も
、
そ
の
坐
存
方
法
に
お
い
て
、
相
互
扶
助
の
，家
*
の
#
す
る
.こ
と
を立

！
！

し
•.偏
頗
な
社
會
ダ
ァ
ゥ
ィ

ゾ
主
義
を
否
定 

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
影
響
は
、
現
注
の
社
會
學
に
現
は
れ
て
.ゐ
，
る
。..現
在
.の
、社
會
學
者
の
中
に
は
、
サ
ム
ナ
ー
の
や
ぅ
に「
人
坐
の 

饗
宴」

に
お
け
る
强
烈
な
競
爭
を
强
調
す
る
も
の
も
あ
る
が
、c

餌
ニ
ニ〕

人
間
坐
活
に
は
、
鬪
钞
•
對
立
の
要
素
の
み
で
な
く
、
調
和
の 

要
素
も
ま
.た
充
分
に
存
在
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
ゐ
'る
。
例
へ
.ば
.、
夫
と
妻
の
如
き
關
係
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
調
和
、
即
ち
相
互 

抉
肋
の
關
係
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
に
對
立
0
要
素
を
含
ん
で
む
を
と
い
ふ
の
'で
あ
る
O
C驻

一一
三

〕

か

く

の

如

く

，、

生

存

は

調

和

と 

鬪
筚
と
の
混
在
で
あ
る
が
、
_
维
.の
事
實
は
、
か
く
の
如
き
事
實
を
認
めV

も
、
な
.ほ
重
要
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
鬪
帮
は
生
存
競 

爭
の
一
方
法
で
あ
る
。
殊
に
現
在
の
如
き
社
會
組
織
の
下
に
お
.い
で
は
、
鬪
郇
の
事
實
は
、
寧
ろ
調
和
の
事
實
ょ
り
も
、
蜇
要
で
あ
る 

と
い
つ
て
も
ょ
い
で
あ
ら
ぅ
。
か
く
て
、
_
维
を
論
ず
る
^
と
は
、
社
會
の
謂
要
な
部
面
の
■硏
究
た
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

.

.
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誰
一
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 Science of society. 1927.
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o
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 1935. p. 43.

カ
ア
ヴ
ァ
は
、
生
存
競
#
の
一
手
段
と
し
て
の
闘
争
を
論
じ
、
そ
れ
を
次
の
や
う
に
分
類
し
て
ゐ
る
。
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/

破
壞
的
な
る
も
の
一
決
鬪

坐
苻
競
爭
の
方
法
ム

欺
瞞
的
な
る
も
の |

サ
ボ
タ
ー
ジ

ユ 

I

喧
.
嘩

：

f

盗

.

ン
み 

詐財
貨
の
變
造 

.誇
大
な
廣
吿

1
治

.
的

■羅

I

-說
得
的
な
る
も
の|

f

國
芏
に
阿
る
.

i

權
的
民
衆
に
阿
る
.
' 

.

一
獵
官
運
動

: 

'のj 
性

：
i

:

:

:

商
'
'業
.
.的
{職
賣
雛 

.

if
勺
一
民
衆
の
リ
ン
チ 

裁
斷
白
一
法
廷
に
お
け
る
爭
訟

:
l
f

 

.
:

こ
、
に
い
ふ
破
壊
的
な
も
の
と
は
、
殺
戮
•
傷
害
•
肉
體
辦
傷
害
ま
た
は
苦
痛
の
恐
怖
に
上
つ
て
*
事
柄
の
成
功
の
手
段
と
す
る
も
の 

で
あ
つ
て
、
戰
f

決
圖
•
椋
奪
は
み
な
こ
の
範
疇
の
中
に
入
れ
レ
れ
る
。
欺
瞒
的
な
る
も
の
、
說
得
的
な
る
も
の
、
生
產
的
な
る
も
0
、

こ
れ
ら
す
ベ
て
の
圃
爭
方
法
は
、
こ
れ
ら
の
能
力
に
ょ
る
の
で
あ
つ
て
、
均
し
く
生
存
鬪
爭
の
手
段
で
あ
る
。C
課
ニ
四〕

而
し
て
戰
爭 

は
、
か
くQ

如
き
廣
汎
な
鬪
郇
概
念
の
.1

下
種
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。 

へ 
(

訪
ニ 
四)

Carver, Essential 

§
a

s
s.
p*—
*WVOIUtion pp. 76-77,

k

し
か
ら
诚
*
戰
爭
と
は
何
か
。
.戰
爭
が
_
爭
の
一
下
種
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
が
、
そ
の本
質
は
何
處
に
あ
る
か
。
ア 

ル
ヴ
ィ
ン
•
ジ®

ン
ソ
ン
は
戰
爭
を
定
_
し
て
、
次
の
や
ぅ
に
い0
て
ゐ
る
0 

.

..

.「

戰
爭
と
い
ふ
言
葉
は
、普
通
に
*
入
種
•
部
族
•國
家
ま
た
は
、
そ
れ
ょ
り
狹
小
な
地
理
的
單
位
•
宗
敎
的
ま
た
は
政
治
的
黨
派
•經
濟 

的
階
級
の
如
き
有
機
的
結
合
と
考
へ
ら
れ
る
人
口
集
團
間
の
武
駿1

爭
に
適
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
法
律
的
に
見
て
、
完
全
に
し 

-

て
無
制
限
な
主
權
を
享
有
す
る
國
家
間
の
武
裝
鬪
爭
が
近
代
思
想
に
お
い
て
は
、
典
型
的
な
戰
爭
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
o
か
く 

の
如
き
國
家
內
部
に
お
け
る
州
•
一
 

地
方
•宗
敎
團
體
‘
政
黨
•經
濟
的
階
級
間
の
武
裝
圃
铆
は
、
そ
の
原
初
的
情
態
に
お
い
て
、
平
和
の 

守
護
者
で
あ
り
*
保
證
者
で
あ
る
、主
權
國
に
對
す
る
蜂
起
ま
た
は
反
亂
と
定
義
さ
れ
る
。
而
し
て
、
現
實
的
ま
た
は
可
能
的
な
一
勢 

力
が
、
蜂
起
し
て
、
持
續
し
、
國
家
の
全
領
域
ま
た
は
一
部
分
に
お
い
て
、
.充
分
に
.國
家
の
權
威
に
挑
戰
し
得
る
に
至
り
た
る
と
き 

は
、
そ
の
闘
箏
は
內
亂
と
い
は
れ
る
べ
跬
ニ
苏
ソ
：

C 
註Tl

s:)
&
<

3,JO

fT-5
0
n
,
w
a
r
i
n
E

.»c
y
d
o
p
a
e
d
i
a
o
f
t
h
e
s
o
c
i
d
s
^

ジ
日
ン
ソ
ン
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
從
へ
ば
、
有
機
的
結
合
間
の
.武
力
的
鬪
爭
が
戰
爭
で
あ
る
o
.こ
，の
定
義
は
、
戰
箏
の
形
態
と
し
て
の 

戰
爭9

本
質V

起
源 

こ」
C

三
六一
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ニ
ニ 

(

三
六
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部
分
を
よ
く
現
は
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

へ
る
。
し
が
も

，

武
力
的
鬪
部
ど
い
ふ
點
に
お

い

て

、

.

明
瞭
の
.や
う
で
は
あ
る
が
、
戰
爭
の 

闘
爭
と
し
て
の
本
質
が
.、
：何
處
に
あ
る
か
を
•示
し
て
.ゐ
な
い
o
戰
#
の
_
爭
で
あ
る
事
實
に
は
間
違
ひ
は
な
い
。
ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ッ 

將
軍
が
、「
戰
维
の
基
本
的
要
素
と
は
、
ニ
者
間
0
_

银
、
即
ち
決
闘
で
あ
る
。
戰
爭
と
は
畢
竟
す
る
に
決
鬪
の
擴
大
さ
れ
た
も
の
に
外 

な
ら
な
い
。
即
ち
吾
々
は
個
々
の
決
闘
が
無
激
に
集
り
、
そ
れ
が
一、
の
統
一
あ
る
全
體
ど
な
し
た
も
の
が
戰
爭
で
あ
る
と
考
へ
よ
う
と 

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合r

一
 
人
の
決
鬪
款
を
想
ひ
^
ベ
る
の
が
便
利
だ
。
決
鬪
者
は
何
れ
も
互
に
物
理
的
な
暴
力
を
用
ゐ
て
相 

手
を
屈
服
さ
せ
、
以
て
自
分
の
意
志
を
貫
'か
う
と
す
る
、
そ
の
當
面
の
目
的
麻
、’敵
手
を
擊
ち
倒
.し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
そ
れ
以
上
の
如 

何
な
る
抵
抗
を
も
な
す
能
は
ざ
ら
し
め
る
に
あ
る
9
し(

^
|「

0-
と
.い
つ
て
お
る
に
徵
し
て
も
、
ジ
日
ン
ソ
ン
の
言
葉
の
誤
り
で
な
い
こ
と 

を
知
る
..こ
と
が
出
來
る
。
か
く
て
ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
グ
ッ
は
戰
爭
を
.定
義
し
て
、「

敵
を
屈
服
せ
し
め
て
自
分
の
意
志
を
赏
現
せ
ん
が
爲
に 

用
ゐ
ら
れ
る
暴
力
行
爲
で
あ
る
L (

註 
ー.1
七)

と
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
.暴
か
は
、-

「

手
段
で
あ
づ
て
、
酵
に
吾
ゲ
の
意
志
を
お
し
.っ
け
る
と
と 

が
目
的
で
あ
る
0」(

課
！
 I

八)

し
か
ら
ば
、
こ
の
自
的
と
は
何
で
あ
る
か
0-
ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ッ
は
、
こ
X
に
政
治
な
る
概
念
を
持
ち
來 

る
の
で
あ
る
。
即
ち
戰
筚
は
政
治
を
.励
機
と
し
、
政
治
を
遂
行
す
る
た
め
<0
手
段
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
一

共
同
社
會
の
戰
&
、
即
，ち
全
國
民
間
の
戰
^

就
中
開
明
國
民
の
そ
れ
.は
、
必
ず
政
治
上
の
狀
態
に
胚
胎
し•

政
治
的
動
機
に
よ 

つ
て
の
み
喚
起
さ
れ
る
。
故
’に
戰
爭
は
一
の
政
治
的
行
潙
で
あ
る
o
所
で
も
し
戰
维
が
、
先
に
吾
々
が
、
そ
の
純
概
念
的
性
質
か
ら 

演
繹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
如
く
、
藜
力
の
完
全
な
る
、
阻
害
さ
れ
る
こ
と
な
き
、
絕
對
的
發
現
で
あ
る
と
假
定
す
れ
ば
、
よ 

..

し
ん
ば
始
め
は
.政
谕
に
よ
つ
て
惹
迤
さ
れ
龙
も
の
に
せ
ス
そ
の
ー
度
ガ
起
る
ゃ
、焊
ち
せ
そ
れ
.は
政
治
ょ
り
笼
全
に
獨
立
し
た
も
の

と
し
て
、
こ
^
に
代
り
、
こ
れ
を
押
し
退
け
、
ひ
た
す
ら
'に
、
そ
の
獨
0:
の
法
則
に
の
み
従
ふ
に
到
る
で
.あ
ら
う
。
こ
れ
恰
も
一
度 

び
導
火
さ
れ
た
地
雷
が
、
必
ず
豫
定
せ
ら
れ
た
方
向
を
守
つ
て
、
他
に
逸
る
こ
と
な
き
.に
似
て
ゐ
る
。
こ
れ
ま
で
政
治
と
戰
痱
と
の 

間
の
調
和
が
失
は
れ
た
結
果
、
理
論
上
、
雨
者
を
區
別
す
る
必
要
が
起
っ
た
場
合
に
は
、
人
々
は
實
際
斯
様
に
.考
へ
る
を
常
と
し
て 

-

ゐ
た
。
だ
が
事
實
は
さ
う
で
な
い
。
か
く
の
如
き
海
へ
方
は
、
根
本
的
に
誤
つ
て
ゐ
る
。
現
實
世
界
の
戰
维
は
、
先
に
述
べ
た
る
が
如 

く
、
处
し
て
一
時
に
爆
發
し
て
了
ふ
樣
な
絕
對
物
で
は
な
いC

そ
れ
は
樣
々
の
力
の
作
用
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
力
た
る
や
*
互
にij

兀 

全
に
そ
の
種
類
を
異
に
す
る
の
み
で
は
な
く
、
.
又
そ
の
發
展
の
度
合
も
一
様
で
は
な
い
。
或
る
時
は
惰
力
と
摩
擦
と
に
よ
つ
て
與
へ 

ら
れ
る
抵
抗
力
を
打
ち
破
る
迄
に
膨
腺
す
る
か
i
思
へ
ば
、
次
に
は
萎
靡
し
て
何
の
作
用
冬
及
ぼ
さ
な
い
と
い
つ
た
風
で
あ
る
。
さ 

,

れ
ば
戰
维
は
、
い
は
V
、
暴
力
の
脈
動
と
、
.で
も
い
つ
た
ら
よ
か
ら
う
、
そ
れ
は
あ
る
：時
は
大
な
り
小
な
り
の
激
.烈
さ
を
示
す
か
と 

思
へ
ば
、
次
に
は
遲
か
れ
早
か
れ
、
必
ず
緊
張
の
弛
緩
と
力
の
疲
弊
と
が
之
に
伴
ふ
。
•‘
：

.

.
所
で
今
戰
筚
が
政
治
的
目
的
よ
り
出
發
し
た
も
の
な
.り
と
す
れ
ば
、
戰
爭
を
惹
起
せ
し
め
た
此
の
最
初
の
動
機
が
、
叉
戰
举
の
指
導 

に
對
し
て
も
、
最
も
重
要
な
る
働
き
を
及
ぼ
す
べ
き
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
と
は
い
へ
政
治
的
目
的
は
、
決
し
て
專
制
的
立
法
著
で
は
な 

' 

い
、
そ
れ
は
手
段
の
性
質
に
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
屢
々
そ
の
爲
に
全
然
そ
の
性
質
を
變
ぜ
し
め
ら
れ
る
こ
と
さ
へ
あ
る
。
だ
が
何
れ 

. 

に
せ
よ
、
そ
れ
は
第一

に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
所
の
要
素
で
あ
る
。
か
く
て
政
治
は
全
戰
#
行
爲
に
賞
通
し
、
戰
寧
に
於
て
爆 

發
す
る
力
の
件
質
が
許
す
限
り
、
之
に
不
斷
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
0
し(

誰
ニ
九〕

(

註
ニ
六)
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職
爭
の
本
質
す
起
源 

一

一

四
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三
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註
1
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、
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.
'戰
^
論
.
.：.；上
卷
.西
K-
-

(

註
一
芄〕

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
戰
带
論
：上
變

.

.
H

 ̂

:
、

、

か
く
の
如
く
論
じ
來
つ
て
、.
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
、
ツ
は
、
戰
爭
(D
.本
質
を
次
の
や
う
に
定
義
し
て
ゐ
るo.

「

V

i
に
於
て
か
'
吾
々
は
知
る
、
戰
爭
が
單
に
ーの
政
治
的
行
爲
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
實
に
一
の
政
治
的
手
段
た
り
*
攻
治
， 

對
外
關
係
の
—*
の
.繼
_
た
る
こ
と
^-
。
然
り
、
そ
れ
は
他0
手
段
を
以
て
す
る
そ
れ
が
實
行
に
外
な
ら
な
い
0
で
あ
る
0
し(

訪
三
〇
.

) 

(

註
三
0)

;
ク
ヲ
ウ
ゼ
..ウ
イ
.ッ.ツ
.
.戰
爭
論
.
.
.上
卷
.
.三
.ニ
頁

，ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
は
、戰
爭
の
本
質
を
以
上
の
如
く
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
他
の
言
葉
を
も
つ
て
い
へ
ば
、「

戰
爭
は
政
治
的
交
通
3
 

手
段
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
故
に
、
決
し
て
觸
立
な
る
カ
で
は
な
い
0./
雜
三
C
彼
は
、
こ
の
命
題
を
次
の
や
う
に
說
明
し
て
ゐ
るO 

「

勿
論
戰
爭
.が
.諸
政
府
及
び
諸
國
民
の
政
治
的
關
係
に
よ
つ
て
の
：み
議
さ
れ
る
と
い
ふ
事
は
、
誰
も
が
知
0.
て
ゐ
る
事
で
あ
る
0
然 

し
人
は
普
通
こ
の
事
を
次
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る
。
.日
く
、
.戰
荦
の
勃
發
と
と
も
に
、
か
の
政
治
的
關
係
は
中
絕
し
、
獨
特
の
法
則 

に
從
ふ
所
の
全
然
異
つ
た
狀
態
が
成
立
す
石
の
■で
あ
る
と
。

然
し
、
吾
々
は
之
に
對
し
て
、
次
の
如
く
中
；張
す
る
。
日
く
戰
维
は
他
の
手
段
を
併
せ
用
ひ
る
所
の
政
治
的
關
係
の
_
请
に
通
ぎ 

な
い
と
。
此
處
に
吾
み
は
他Q

「

手

管

併

せ

用

ひ

磊Q
」

と
い
ふ
句
を
用
ひ
た
が
、
そ
れ
K
よ
つ
S
S

は
次Q

事
を
示
さ
ん
と 

欲
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
"
此
の
政
治
的
關
係
な
る
も
の
は
、
戰
讲
に
よ
つ
て
中
絕
し
て
し
ま
ふ
も
の
で
も
、
全
然
齡
つ
た
他
の 

も
の
に
變
つ
て
し
ま
ふ
も
の
で
も
な
い
事
、
'否
，
そ
れ
が
用
ひ
る
所
の
手
段
が
何
で
あ
れ
、

そ
の
本
質
の
不
變
で
あ
る
事

、

繼
钽
r

る
瑶
事
上
の
諸
事
件
を
連
載
し
て
ゐ
る
所
の
主
要
&
る
流
れ
は
、
畢
竟
す
る
に
、
.戰
爭
か
ら
講
和
に
迄
钜
っ
て
ゐ
る
所
の
政
治
の
姿 

に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事
.こ
れ
で
あ
る
。
又
そ
れ
ょ
り
以
外
に
考
へ
や
ラ
が
あ
ら
う
か
。.1

體
外
交
的
文
書
の
往
復
が
途
紙
ぇ
た
か
ら 

と
い
っ
.て
、
諸
國
民
諸
政
府
：の
政
治
g
r#
關
係
も
•
亦
途
絕
£
て
し
ま
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
o
戰
郇
と
は
、
要
す
る
に
政
治
的
諸
關 

係
の
内
容
を
、
他
の
表
現
方
法
を
以
て
發
表
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
成
程
そ
こ
に
は
特

別

.の

文

法

は
あ
る
、
然
し
特
別 

の
論
现
は
な
い
の
だ
。」 (

註
-:
三)

：
■

(

註
三
ー

)

ク
ラ
ウ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ツ
戰
爭
論
下
卷

.
五
.五
〇
頁 

:
 

'(

註
三
二 >

ク
ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
ッ
ツ.

戰

带

諭
T

卷

.五

五

頁

.
筆
藉
は
嘗
て
，
菡
本
社
會
と
相
互
作
用
の
問
題
を
論
じ
て
、
人
間
の
關
係
を
相
爲
•相
共
•併
存
•對
立
の
四
醫
と
し
、對
立
の
關
係 

を
も
結
合
構
成
的
相
互
作
用
，の
範
疇
に
入
れ
、
こ
れ
を
除
外
せ
ん
と
し
た
學
考
に
反
對
し
た
こ
と
が
あ
る
。
s
l
u
gこ
の
場
合
、對
立 

の
相
互
作
用
i
し
て
、
最
も
激
烈
な
戰
爭
に
つ
い
：て
次
の
や
う
に
い
つ
た
。
'

.「

丁
茶
本
社
會
と
他
.の
栽
本
社
會
.と
；の
戰
爭
は
、
一
わ
對
立
の
狀
態
で
あ
っ
て
、從
來
の
兩
者
の
關
係
の
改
廢
を
行
ふ
た
め
の
行
爲
に 

丨
外
な
ら
ぬ
。
即
ち
兩
苕
の
關
係
が
併
苻
關
係
に
あ
り
と
す
れ
ば
、
ヒ
れ
に
働
き
か
け
て
相
5 :
作
用
關
係
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
行
爲 

パ
に
外
な
ら
ぬ
。
又
從
屬
吏
配
の
關
係
に
あ
る
も
の
は
、
對
等
の
關
係
を
作
り
出
さ
ん
が
爲
■め
の
、
文
は
そ
の
逆
の
關
係
を
作
り
出
さ 

ん
が
爲
め
の
一
特
殊
的
結
合
狀
態
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
：
：：
LC
驻
三
.四)

(

註
三
三)

拙
著
：
社
會
學
序
說
.第
八
章
參
照

戰
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本
質W

起
源 

-S 

(

三
六
$
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'

こ
れ
場
合
筆
#
比
ク
ラ
ウ
ゼ
ウV

ッ
ツ
'を
請
ん
で
ゐ
な
か
つ
.た
の
.で
あ
る
が
、
筆
者
の
意
^
す
る
と
こ
ろ
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の 

政
治
概
念
の
導
入
と
同
じ
意
.味
の
も
0
で
あ
っ
た
。
ク
ラ

ウ
ゼ
女
イ
ッ.ツ
は
*
兩
戰
闘
國
の
關
係
が
外
交
文
書Q.

斷
級
に
よ
っ
て
、
.消 

滅
す
る
の
で
は
な
く
•
.戰
维
と
い
ふ
他
の
.手
段
に
よ
っ
て
、
兩
國
の
關
係
の
繼
續
せ
ら
れ
で
•.ゐ
る
こ
と41、

壬
張
す
る
の
.で
あ
っ
.て
、
筆 

背
が
戰
带
を
一
の
結
合
構
成
的
相
互
作
/n
に
入
れ
た
の
と
同
じ
.立
.場
で
.あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

:

た >

 
筆
#
の
場
合
に
は
、
戰
维
と
政
治 

と
の
-關
係
を
明
瞭
に
せ
ず
、
政
治
を
：

一

般
的
結
合
構
成
的
相
互
作
用
と
い
ふ
概
念
の
中
'に
.包
含
せ
し
め
た
の
は
、
明
瞭
を
缺
い
て
ゐ
る 

こ
と
は
、
勿
論
で
あ
る 
9
:

'
 

.

.

V
:
'
:

 

.

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
哦
本
論
は
、
戰
帮
0
社
會
現
象
と
し
て
の
本
質
を
把
握
し
て
ゐ
る
0
そ
れ
は
、
戰
银
な
る
現
象
を
他
の
社 

會
現
象
全
體
と
の
游
離
的
狀
態
に
お
い
て
、
.ま
た
戰
爭
を
.本
質
的
に
他
の
社
#
現
象
と
異
る
も
の
と
し
て
、
孤
獨
的
か
概
念
と
し
て
取 

扱
な
い
と
こ
ろ
に
、
そ
の
正
確
性
が
あ
る
。
か
く
の
如
含
意
義
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
爭
本
質
論
は
*
現
代
の
社
會
科 

學
的
檢
討
に
.も
、
な
ほ
耐
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
‘

こ
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の

.戰
举
本
質
の
規
定
を
、
，歷
史
的
に
集
積 

せ
ら
れ
た
材
料
と
現
在
わ
れ
わ
れ
の
服
前
に
#
在
す
る
資
料
と
を
も
つ
て
*
實
證
'し
、
目
：つ
こ
れ
を
社
會
科
S
的
に
體
系
化
す
る
こ
.と 

に
よ
っ
て
、
戰
雜
社
會
學
の
體
系
を
形
成
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

し
か
し
-
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
爭
本
質
論
に
對
し
て
、
批
判
が
な
いQ

で
は
な
い
。，
そ
れ
は
、
總
體
戰
爭
論
者
か
ら
の
批
判
で 

あ
つ
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
爭
本
質
論
の
中
核
で
あ
る
政
治
と
戰
爭
と
の
相
互
關
係
に
對
ず
る
も
の
で
あ
る
。
ル
!-
•
:
デ

ン

ド

ル

フ

は

-

「

戰
#

の
本
質
は
變
化

し

ノ政
治
の
本
質
は
變
化

し

た

。從
つ
て
軍
尊
的
指
導
に
對
す
る
政
治
の
關
係
も
變
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ク 

ラ

ウ
ゼ
ウ
イ

ッ

ッ

のす
べ
て
の
理
論
は
ふ
つ
飛
ん
で
し

ま

っ

た

。
：

戰
爭
と
政
治
は
民
族
の
生
命
の
維
持
に
役
立
っ
も
の
で
あ
る
が
、
戰 

爭
は
民
族
の
坐
格
欲
の
高
度
の
表
明
で
あ
る
。
故
に
政
治
は
軍
事
的
指
遵
に
泰
仕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0」

(

註
三
五)

と
い
0
て
、
戰
爭
の
政 

治
に
對
す
る
優
越
を
主
張
し
、
今
日
■最
早
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
理
論
の
採
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
論
じ
て
ゐ
る
。
か
か
る
立
場
は 

わ
が
陸
軍
畨
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
の
そ
れ
に
い
ふ
。

.

.

「

ク
ラ
.ウ
ゼ
ウ
イ
'ッ
ツ
將
軍
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
爭
を
基
礎
と
し
て
近
代
戰
©
'を
、
國
民
戰
爭
な
り
と
懈
釋
し
、
有
名
な「

戰
爭
論」 

. 

V
を
發
表
し
た
。
彼
の
名
著「

戰
郇
に
就
て」

の
中
に「

戰
爭
は
他
0
手
段
を
以
て
す
る
政
略
の
延
長
で
あ
る」

と
な
し
、「

戰
爭
は
決
闘 

.
の
進
.叱
し
た
も
の
で」

「

敵
を
屈
從
せ
し
め
て
、
我
が
意
忍
を
贳
徹
せ
ん
が
た
め
の
暴
カ
行
爲
で
'あ
る」

と
^
爭

の

走

_
.
を

卞

し

て

ゐ 

.
る
。
•し
か
し
、
彼
自
ら
が
指
摘
し
て
ゐ
.る
樣
に
、
戰
爭
0
'地
盤
と
.も
い
.ふ
べ
.
.き
社
會
狀
態
が
、
^
後

著

る

し

く

發

展

變

化

し

、て

今

日 

に
及
ん
で
ゐ
る
た
め
.に
、
戰
带
の
本
質
そ
の
も
の
.も
變
革
さ
れ
、
ク
'ラ
ウ
'ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
：の
,-
.戰
£

1
11
の
中
に
お
け
石
戰
爭
0
.概
念
で 

は
、
•今
日
.の
國
防
戰
爭
を
理
解
し
說
明
す
る
.こ
と
は
出
來
な
く
な
.つ
て
來
た
。

即
ち
近
代
の
戰
雜
は
:,
單
な
る
.

「

政
略
の
延
長」

と
•の
み
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
又
箪
隊
に
ょ
づ
て
な
名
れ
る
武
カ
行
爲
だ
と
考 

‘ 

へ
る
こ
と
も
出
來
な
い
o 

、

,

:
 

” 

’

.近
代
戰
爭
は
、
國
家
國
.民
全
體
が
關
與
す
べ
き
.も
の
で「

國
家
國
民
の
坐
存
に
於
け
る
努
力
の
極
致」

だ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ 

れ
を
，

.1

言
に
し
て
雷
へ
：ば「

近
代
戰
爭
と
は
、_

家
間
の
生
存
競
爭
<^
:
:白
熱
し
た
も
の
で
あ
る」

と
い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。」

8

三
六〕

ン
戰
爭
，
の
本
質
«
趄
源
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I

l

f
鼋

. 

二

八

(

湯

八〕

d
a 

w
. 

t/
'
i 
ミ

ゾ

前

揭

書

三

七

灵
•

■(
註
s

o
ぺ
沂
代
國
防
の
笨
質
と
經
濟
戰
略

,■バ

こ
れ
ら
の
批
制
は
フ
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
に
對
し
て
、
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
ク
'!フ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
は
、
引
用
文V

も
擧
ナ 

ら
れ
て
'ゐ
る
言
に
、「

社
會
的
狀
態
及
び
そ
の
諸
事
情
こ
そ
、
戰
箏
の
眞
の
地
f

あ
つ
て
、
戰
爭
は
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
條
年
づ
け
ら 

れ
、
1

せ
ら
れ
、緩
和
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
戰
爭
そ
の
も
の
の
屬
性
で
は
な
く
て
、
戰
爭
そ
の
も
の
に
と
つ
て
は
、
 

そ
れ
は
1
:の
與
へ
ら
れ
た
事
實
た
る
に
過
ぎ
な
い」

(

璧

七)

と
い
つ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
戰
争
形
態
の
史
的
發
展
を
硏
究
し
て(

註
，三o

 

次
の
如
く
い
つ
て
も
ゐ
る
。「

各
時
代
の
戰
爭
に
は
夫
々
獨
自
の
.性
質
、.
之
を
制
限
^
る
獨
自
(?
>
'條
件
が
あ
り
、
獨
自
の
制
約
を
受
け
て 

ゐ
た
次
第
を
明
瞭
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
'あ
つ
た
0
從
つ
て
.又
結
局
晚
か
れ
早
か
れ
、
普
遍
的
な
赞
學
的
原
則
に
基
い
て
.戰
^
现
論
を 

加H

す
る
べ
き
義
務
が
あ
I

し
て
も
、
各
時
代
に
は
夫
.々

獨
；自

の

戰
I

論
が
f

べ
き
替
で
あ
る
。
即
ち
各
時
代
の
出
來
事
は
常 

に
そ
の
時
代
の
特
異
な
る
性
質
と
の
關
聯
に
お
い
て
、
/判
斷
さ
れ
ね
ば
1
.ら
ぬ
0
あ
ら
ゆ
る
琪
末
事
を
戰
々
.競
々
と
し
て
硏
究
す
る
の 

で
は
な
く
大
局
を
鋭
く
把
握
す

る
事
に
ょ
つ
て
：、

各
晚
代
の
特
異
性
を
看
破
せ
る
者
の
み
が
、
，そ
の
時
代
の
將
帥
を
理

.»
し
、

Rf
賈

す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。」(

註
三
：
九)

'

. 

. 

.

(

註
1
1
1
七)

ク
ラ
ゥ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ッ
戰
認
•

五
頁

(

註
三
八)

'

クラウゼウイッッ戰

€9論
：：

下
卷
.
四
九
八
丨
五
二
六
頁
：

@

1
1
1
.九)

：>

ラ
ゥ
ゼ
ゥ
ィ
.

ッ
ッ
.

戰
银
論
：下
卷
丑
ニ
五
頁

：

.

:
'

か
く
0
如
く
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
.
.ィ
.
.ッ
ッ
は
、
明
か
に
.戰
维
の
社
會
的
基
礎
を
認
識
し
、
そ
.の
社
會
的
基
礎
の
上
に
■お
い
て
、
各
時
代
が 

獨
自
の
戰
#
形
態
：を
有
し
、
戰
郇
理
論
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
。
し
か
ら
ば
、
現
代
の
戰
爭
の
本
質
は
"
第
十
九
世
紀
以
來
約 

百
年
の
'發

展

；に

よ

っ

て

、
：根

本

的

に

變

改

さ

れ

た

で

あ

ら

う

，
か

。
：
少

く

A
も
，
そ
の
規
糢
の
擴
大
し
た
と
と
は
、
明
か
で
あ
る
。
こ
の 

點

.

にお一

 

殳
〇
五
年
の
日
，®

®
爭
と
ヾ
一
九
一
四
年
に

#
ま
づ
•た
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
戰
と
の
間
に
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
の
規
模 

に
お
.け
る
.擴
大
が
あ
る
。
歐
洲
大
戰
は
國
を
擧
げ
て
'の
戰
爭
セ
あ
り
、
來
る

べ

き

載

#
が
、
そ
れ
以J4.

の
大
規
模
：な
戰
爭
.で
あ
..る
ベ

き
 

.こ
と
も
否
定
し
得
な
い
：o
:こ
の
戰
乘
規
模
の
擴
大
に
よ
っ
て
、
總
體
戰
華
理
論
が
鞲
成
せ
ら
れ
、
廣
義
國
防
論
が
唱
逭
さ
れ
た
。
現
在 

の
わ
が
國
の
組
織
は
、：

準
戰
時
體
制
の
名
の
下
.に
呼
ば
れ
て
ゐ
'る
。
こ
の
こ
.と
は
、
,戰
爭
の
社
會
坐
活
.に
對
す
る
比
重
の
加
重
を
示
す 

も
の
で
あ
り
、；
國
家
體
制
ま
た
は
社
會
體
制
が
、
戰
爭
を
中
心
4
し
て
權
成
さ
れ
つ
\
.あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
•現
在
こ
の
事 

實
を
否
定
す
る
も
の
は
ゐ
敖
い
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
':こ
の
故
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ッ
の
戰
#
理
論
-
殊
に
そ
の
戰
郇
本
質
論
の
不
通 

用
を
主
張
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ッ
は
い
つ
て
ゐ
る
。

が
政
治
に
所
属
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
當
然
政
治
の
特
質
に
よ
っ
て
特
微
づ
け
ら
れ
る
。
政
治
が
大
規
模
で
そ
の
威
力
が 

火
で
あ
れ
ば
、
戰
郇
も
ま
た
そ
う
な
る
o
:そ
の
程
度
に
は
際
限
な
く
、
か
く
て
遂
に
戰
爭
が
そ
の
絕
對
的
な
姿
に
起
達
す
る
事
が
可 

能
で
あ
る
。J(

鞋
四
0)

(

註
四
-o)

.
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ッ
戰
举
論
下
卷
ノ
五
五
三
頁
'

:

ま
た
い
'ふ
o
.
.

ぃ

戰
爭
の
本
質W

起
源 

=丸

Q
1六
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三
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フ

(

三
.七
0
0 

「
政
治
的
着
眼
點
が
戰
维
の
開
始
と
同
時
に
中
猶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
場
合
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
"
そ
れ
は
戰
银
が
全
然
單 

な
る
敵
對
的
感
情
に
由
來
す
る
生
死
の
鬪
爭
た
る
場
合
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
あ
り
の
ま
X
の
戰
郇
に
就
い
て
見
れ
ば
、
先
に
述 

ベ
.た
如
く
、
戰
举
と
い
ふ
も
の
は
、
單
な
る
敵
懷
心
の
發
露
で
は
な
く
、
政
治
そ
れ
自
體Q

表
現
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然
り
と 

す
れ
ば
、
政
治
的
着
眼
點
を
軍
事
的
着
眼
點
の
：下
位
に
置
ぐ
の
：は
不
條
理
で
あ
る
と
い
.は

ね

ば

な

ら

ぬ

.？

盖

し

政

治

が

戰

爭

を

生

ん 

だ
の
で
あ

る
か
ら
だ
P
政

治

..が

主

宰

者

で

戰

爭

は

手

段

に

遒

ぎ

な

K

そ
の
逆
で
は
決
し
て
な
い
。
然
ら
ば
軍
事
的
着
眼
點
を
政
治 

.的
着
服
點
の
：下
位
に
置
く
事
の
み
が
、
可
能
な
る
唯
一
.
.の
方
法
で
あ
：る
0し(

註
四
1〕

：

’
：

：

(

註
四
一 >

 

ク
ラ
々
•セ
ウ
ィ
ッ
ッ
戰
學
論
下̂

五
3£
五—

$
五
六
頁
.

.

ゾ
:

.

か
'
る

見

地

か

ら.見

れ

ば

：
、

現

代
0
戰
#
が
.大
規
模
と
.な
り
、.
國
民
の
.全
部
を
擧
げ
て
の
戰
举
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
•は
、
政
治 

の
規
模
が
蛾
大
.さ
れ
、
そ
の
樊
さ
れ
_

模
に
照
靡
し
て
P
戰
爭
の
.擴
大
で
あ
-る
。
' I

國

の

政

治

家

の

認

識

が

、
.
現

代

の

國

際

政

治 

の
重
大
性
に
及
.ば
ず
、
戰
铆
遂
行
^
た
る
軍
ス
が
そ
の
.政
治
規
模
の
：擴
大(

廣
義
國
防)

を
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、あ
り

得
る
こ
と
で
あ
. 

り
.、
わ
が
國
の
如
き
は
、
こ
れ
把
顯
著
な
實
例
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、：
そ
の
廣
_
國
防
の
要
求
は
、
國
際
情
勢
の
緊
迫
、
即 

•ち

國

際

政

治

の

重

大

性

の

理

由

か

ら

な

、さ
，
れ

て

ゐ

る

。

而

し

て

•',
國
際
政
治
は
一
.國
と
他
國
と
の
_
•相
互
關
係
で
あ
-つ
て
、
各
國
の
國
內 

政
治
の
表
現
で
し
か
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

か

ら

I

さ
ぅ
解
釋
し
な
け
れ
ば
、
現
實
o
國
際
政
治
は
一

の
.幽

骧

の

如

き

存

在

に

な

つ 

て

し

ま

ふ

一

戰

爭

の

規

模

が

擴

大

し

た

か

ら

と

い

つ

て

、

.戰
牮
の
本
質
を
戰
爭
そ：

れ
自
體
に
求
め
て
も
、
單
.に

戰

爭

の

.
規

模

擴

大

と 

ぃ
ふ
間
題
だ
け
1
か
理
解
せ
ら
れ
ず
、
何
故
に
戰
筚
の
規
模
が
獷
大
さ
れ
た
か
の
一
層
深
い
原
因
は
、
こ
れ
を
政
治
に
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
0-
さ
ぅ
だ
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
爭
本
質
論

—

戰
爭
は
他
の
.手
段
に
よ
る
政
治
の
繼
賴
で
あ
る
と
い
ふ
_命
_
.は
、 

戰
维
に
.關
す
る
限
り
に
お
い
て
、
.そ
.の
普
遍
的
な
本
質
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
'の
こ
と
は
、
戰
箏
の
性
質
の
同

一
性
の
主 

張
で
は
な
い
？
‘否
、
上
册
社
會
現
象
と
し
て
の
戰
爭
の
本
質
は
"
政
治
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。、
即
ち
社
會
生
活 

•全
體
と
の
關
聯
に
お
い
て
戰
郇
現
象
を
探
究
し
た
に
外
な
ら
ぬ
o
ク
ーN

や
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
が
、

「

半
開
明
的
な
り
し
韃
靼

民
族
、
古
代
の
諸 

共
和
國
、
中
世
紀
の
封
建
領
主
及
び
：商
業
都
府
、
十
八
世
紀
の
諸
國
玉
、
最
後
に
十
.沈
世
紀
の
諸
君
主
及
び
諸
國
民
は
、
何
れ
も
獨
特 

の
仕
方
で
戰
爭
を
行
つ
て
ゐ
る
、
そ
の
手
段
や
そ
の
目
標
は
夫
々
に
就
い
て
異
る
の
で
あ
る」

。(

註
四
ニ)

と
い
つ
て
ゐ
る
の
は
、
JH
し 

い
し
、
，そ
の
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
時
代
及
び
政
治
的
要
素
の
政
：治
に
差
異
が
あ
る
か
も
で
あ
る
。
現
代
の
戰
郇
の
一
規
模
擴
大
も
、
そ
の 

政
治
的
恶
礎
+の
：擴
大
に
蕋
い
て
ゐ
る
。
植
民
地
#
分
割
の
問
題
*
世
界
資
源
0
分
配
.問
題
"
貿
易
對
立
の
問
題
*
廣
汎
な
植
民
地
並
に
半 

植
民
地
國
の
民
族
運
動
•
コ
ム
ミ
ン
テ
ル
ン

Q:

世
#
赤
化
運
動
な
ど
の
國
際
政
治
に
.お
け
'る
重
大
問
題
が
、
現
代
の
軍
備
の
急
激
な
搬 

大
を
要
求
し
て
ゐ
る
^
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
イ
ツ
の
戰

^
本
質
論
は
現
代
に
お
い
.て
も
、
適
用
す
る
し
、
か
く
見
る
こ 

とによつて、現代のの

.本
質
を
充
分
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
：

- 

(

餘
四11〕

グ
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ッ
戳
锇
输

S

芄
〇
七—

5£
〇

八

頁
.

■

一

六

-

•

.

.ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
の
戰
举
本
質
論
は
、
戰
爭
の
歷
史
性
に
照
ん
て
.考
察
す
る
と
き
、

;>
の
眞
實
性
を
增
加
す
る
と
い
つ
て
よ
い
0 

社

會

現

象

も

し

て

の

.
戰

#*
は
歷
史
独
を
有
す
名
。
こ
の
歷
史
胜
を
镪
調
し
，
こ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
ダ
、
，儀
華
社
會
學
CD
:成
立 

戰
爭
の
.本
質
^
起
源 

三 

一

a
l
l.i
0

' 

/
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截
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本
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す
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(

三
七II) 

と
そ
の
對
象
と
し
て
.の
戰
维
を
理
解
し
得
るQ

で
あ
る
タ
戰
：離
が
鬪
钡
のJ:

勝
殊
的
形
態
で
あ
る
.こ
と
は
、
旣
夂
說
い
た
。
而
し
て
、
，
 

鬪
维
現
象
を
社
會
進
化
の
中
心
的
要
素
と
す
.名
社
會
ダ
T
ゥ

ィ

：：ン

主

義

者

は

、

.
戰
爭
.の
普
遍
性
を
主
張
す
る
0
即
ち
人
類
の
あ
る
と
こ 

ろ
、
戰
郇
あ
り
と
い
ふ
命
題
を
樹
立
し
て
ゐ
る
0
ゥ
ォ
ル
タ
ア
‘
バ
ジ
オ
ッ
ト
は
い
ふ0

「

何
人
も
戰
爭
に
興
べ
ら
れ
た
優
越
性
to
'
.っ
v>
て
黯
ぃ
て
は
な
ち
'ぬ
4
わ
れ
わ
れ
は
初
期
の
.時
代
を
論
じ
て
ゐ
る
。
民
族
構
双
は
こ 

办

時

代

ひ

人

類

の

仕

事

で

あ

づ

た

々

而

し

：
て

、

民

族

を

作

.っ

.た
も
の
は
、
戰
爭
で
あ
る
。
民
族
•の
變
改
は
，
そ
の
後
に
來
っ
た
も
の 

■■
..
で
あ
つ
て
、
平
和
的
革
命
に
ょ
っ
て
.行
は
れ
た
も
0
で
あ
る
--
0
そ
の
時
に
^
い
て
も
、
-戰

带

は

、
そ

れ

相

應

-
の

役

削

を

演

じ

た

も
の 

で
，は

あ

る.が
。
，
破

壌

を

行

は

な

い

民

族

O'
觀

念

は

、
，
近

代

の

觀

念

で

あ

る
。
ヾ
初
期
の
時
ft
.に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
民
族
が
破
壞
的 

で
あ
っ
た
し
、
わ
れ
わ
れ
が
過
^
に
遡
れ
ば
、
«
る
ほ
；
ど

、

破

壞
0
作
用
は
常
時
不
斷
の
も
の
で
あ
っ
た
々
諸
民
族
の
內
部
的
^

^
 

は
第
一1

次
的
過
程
で
あ
っ
て
、
民
族
を
創
造
し
た
、壬
：要
な
勢
力
が
主
と
し
て
そ
の
仕
事
を
な
し
遂
げ
た
時
代
に
續
い
て
起
っ
た
の
で 

.
あ
る
.

O
J
C 

驻
四
三〕

. 

.

(

註
四
三)

ミ
P ー
豸 Bagehot.

3
y 

sics and politics. K
e
g
a
n
p
a
u
.
s

 Edition, p. 7.7.

フ
バ
ァ
ト
•
ス
ベ
シ
サ…

も
-パ
ジ
オ
ッ
ト
と
同
じ
立
場
に
ゐ
る
。
破
は
神
話
說
を
研
究
し
て
、「

野
#
人
並
に
未
開
人Q

先
活
に
お
い 

.て
は
、
：戰
郇
が
主
た
る
出
.來
事
で
あ
る
,0
故
に
イ
ン
ド
•
ギ
リ
シ
ャ
•：、、ハ.ビ
ロ11

ァ
、
メ
キ
シ
コ
'
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
の
.神
話
の
共
通
的 

性
質
は
、
天
地
創
成
の
出
來
琪
を
も
令
め
て
の
物
語
り
さ
れ
石
行
動
は
、
鬪
釙
の
形
態
を
採
る
も
の
で
あ
る
。」

8

四
5

と
い
っ
て
ゐ 

る
。
ハ
ヴ
A
ロ 

'ッ
ク
•
エ
リ
ス
の
如
き
も
、
サ
ァ
，
へ
ン
リ
-1
.
メ
ィ
ン
の「

原
始
人
類
の1'

般
的
好
戰
性」

に
贊
意
を
表
し
、「

自
然
的
で

あ
りr

r
始

的

で

あ

り

古

代

的

で

あ

^
の
は
、
.平
和
で
は
な
く
し
.て
、
寧
ろ
戰
维
で
あ
.る」

と
い
ひ
、
戰(

学
が
現
時
に
お
け
る
激
烈
あ 

る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
o
f
f
i
四
五)

オ
ラ
ン
.ダ
；の
社
會
學
者
ル
ド
ル
フ
•
シ
'ユ
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
は
、
そ
の
大
著
の
中
で
、

ス
ぺ
サ
ア
に 

同
じ
て
、
以
下
に
論
ず
べ
き
ベ
リ
ーQ

原
始
人
の
平
和
狀
態
に
反
對
し
、
人
間
が
本
能
と
し
て
好
戰
的
で
あ
り
、
原
始
人
も
ま
た
與
敢 

に
戰
爭
に
從
事
し
て
ゐ
た
點
を
强
調
し
て
ゐ
る
O
C独
四
六)

(

註
四
四)

Herbert Spencer, Principles 

o
f 

s
odology. 

W
i
l
l
i
a
m
s 

a
n
d

 

Norgate.s Edition 

1
9
0
6 く
。
广
卜
•?
B
.

(

註
四
五)

H
a
v
e
o
c
k

--
e
i
s
,

 

Philosophy 

of c
o
n
a
c
t
.

 

pp. 

42-43.

(

註
四
六)
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t
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m
e
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1929. 

Z
w
e
k
e
s

 

K
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:

モ
ウ
リ
ス
•
デ
ヴ
ィ
の
如
き
も
、
そ
.の
立
.場
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
。 

ノ 

「

最
も
初
期
の
時
代
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
人
類
は
常
に
鬪
ひ
、
常
に
自
然
的
及
び
人
工
的
武
器
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
で
も 

つ
て
、
人
間
は
、
そ
の
鬪
举
を
決
し
た
の
セ
あ
るo

こ
.の
結
論
を
支
持
し
つ
、
あ
る
諸
種
の
證
據
の
中
で
、
書
か
れ
た
歷
史
は
、
.人
.
 

間
が
常
に
大
業
に
戰
爭
に
從
事
し
て
ゐ
た
こ
，と
.を
明
か
に
示
し
て
ゐ
る
。
文
字
の
知
ら
れ
弋
ゐ
な
い
時
代
か
ら
傅
へ
ら
れ
た
傳
說
も 

ま
：た
と
の
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
.傳
說
は
一
部
神
話
的
で
は
.あ
る
が
、

一
部
的
に
は
、
歷
史
的
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
、
眞

實

€0 

;

la
憶
と
神
話
的
幻
想
の
混
合
で
あ
る
o
'此
較
神
話
學
の
硏
究
は
、
WJ
M

の
人
類
に
關
す
る
多
く
の
疑
ふ
こ
と
の
出
來
な
い
事
實
を
與 

.へ
た
.の
で
あ
る
。
J

8
四
七)

.

- 

.

:

(

註
招
.七)

...Maurice

'
R
,
D
a
v
i
e
,

.H
r

E

v

o-C
d
o
n
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Q
f

;'
'
w
a
r
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>
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:
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$
t
u
d
y
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a
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戰
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本
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源
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1
3 

(

三
七
四〕

•
デ
ヴ
ィ
は
か
く
の
如
ぐ
い
つ
て
'
戰
爭
の
進
化
、
卸
ち
初
期
社
會
忆
お
.け
る
戰
带
の
役
.割
に
關
す
.る
三
ぎ
頁
の
著
作
を
な
す
に
至
つ 

た
.の
で
あ
る
。
人
類
と
戰
爭
と
を
、
そ
の
本
能
か
ら
解
釋
す
る
の
は
、
マ
ク
デ
ュ
カ
ル
の
如
き
社
會
心
理
學
潜
で
あ
る
が(

驻
四
6

人 

間
の
坐
存
を
闘
爭
と
解
す
■る
も
の
は
、
.既
に
.擧
げ
た
社
會
グ
プ
•グ

ィ

ン

；
王
義
.者
.で
：
あ.る
が
、
デ
ダ
ィ
の
如
き
も
、
，そ
の
一
人
で
あ
る
。 

彼
は
い
.ふ

。

\ 

.

「

原
始
人
が
武
器
を
使
用
し
た
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
で
あ
る
。
，何
と
な
れ
ば
、
食
物
の
探
究
の
後
に
お
い
て
、
そ
の
最
大
の
必
要 

は
、
自
身
を
護
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
るT

野
®
人
は
、
彼
を
襲
ふ
野
獸
を
追
拂
つ
て
ぃ
と
れ
を
綽
り
、
こ
れ
を
亡
ぼ
さ
ね
ば
な
ら
な 

か
つ
た
。
し
.か
し
な
が
ら
、
彼
の
.最
も
_危
險
な
敵
は
、
'同
じ
人
間
で
あ
つ
た
。
か
く
て
、
文
明
の
知
ら
れ
て
ゐ
.る

最

低

段

階

.
に
お
い 

て
も
、
戰
带
は
旣
に
始
ま
つ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
野
獸
に
對
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
同
じ
棍
棒
•檢
•弓
で
も
つ
て
、
人
間
に
對
し
て
、
行 

は
れ
た
の
で
あ
る
。』

最
も
初
期
の
武
器
は
、
疑
ひ
も
な
く
勝
手
に
拾
ひ
上
げ
ら
れ
、
必
要Q

あ
つ
た
と
き
の
棒
や
^
で
あ
つ
た
。
類 

人
猿
で
さ
へ
、
彼
を
攻
擊
し
や
ぅ
と
す
る
も
の
に
對
し
て
、
棒
を
用
ゐ
、
石
を
投
げ
る
の
だ
か
ら
、
原
始
人
が
そ
の
自
己
防
衛
に
お 

い
て
、
こ
の
過
程
を
取
つ
た
%
の
と
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.
O
J

(
註
四
九)

ハ
註
四
八)

William M
c
D
u
g
a
l
L

 G
r
o
u
p
-
3

5*d.

.(

許
四
九)

Davie, op. dt. p. 3
.

. 

:

.

デ
ヴ
ィ
は
原
始
社
會
の
結
成
原
則
の
一
つ
が
戰
爭
で
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
.る
。
.

.

.-
>
內
的
集
團
の
構
成
員
は
、物
質
的
利
益
*
血
緣
•共
同
言
語
•宗
敎
習
慣
の
共
同
性
に
よ
つ
て
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
。
原
始
人
に
よ

つ
て

認
め
ら
れ
る
最
も
根
本
的
な
關
係
は
、
血
の
そ
れ
で
あ
る
。
多
くQ

場
合
血
緣
な
き
も
の
は
外
國
人
で
あ
り
、
敵
で
あ
る
。
原
始
社 

會
は
、
實
に
ニ
つ
の
.主
要
な
原
則
の
上
に
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
。
唯

.

I

の
有
効
龙
紐
帶
收
血
0
紐

帶

で

.あ

る

と

い

ふ

原 

則
。
社
會Q

目
的
は
攻
擊
並
に
防
禦
の
戰
钡
の
た
め
に
團
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
原
則
が
こ
れ
で
あ
る
。」(

跋
五
〇)

(

誅
五
〇)

Gavie, op. cit. P
.
17.

か
く
の
如
く
し
て
、
戰
'部
と
人
類
と
の
關
係
を
極
め
て
密
接
な
不
可
分
な
る
も
の
と
し
て
鬪
爭
社
會
觀
は
.成
立
す
る
。
デ
•ゥ
.ィ
の
著 

書
.の
如
き
は
、
社
會
、

V

ァ

ヴ

ィ

ン

、

ギ
；！
g

若
の
前
提
'を
原
始
社
會
に
お
け
る
多
數
の「

事
實」

に
ょ
つ
て
.基
礎
づ
け
た
も
の
.で
あ
つ
て
、
か 

、
る
種
類
の
主
張
と
し
て
は
、
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
.こ
れ
ら
の
主
張
に
お
い
て
、
，批
判
せ
ら
る
べ
き
點
は
、
第

1

に
人
類
の
鬪
郇 

と
戰
&
と
の
混
同
で
あ
る
。
旣
に
記
し
た
や
ぅ
.
に
、
戰
爭
は
鬪
爭
の
：一
下
種
概
念
で
あ
つ
て
、
政
治
と
深
く
結
び
つ
い
て
ゐ
る
も
の
で 

あ
る
。
.
動
物
と
の
_
爭
ま
た
は
恐
怖
.
*僧
惡
に
ょ
る
殺
傷
0.
如
き
が
行
は
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
.は
戰
爭
の
範
疇
に
入
も
な
い
。
第
一1 

に
は
、
人
類
.原
始
の
段
階
に
關
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
野
蠻
*未
開
人
の
間
に
お
い
，て
も
、
.旣
に
政
治
現
象
を
有
す
る
集
團
も
あ
れ
ば
、 

い
ま
だ
そ
の
段
階
に
ま
で
發
展
し
な
.い
集
團
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
段
階
に
お
い
て
行
は
れ
る
諸
穩
の
闘
银
の
，事
實
を
、
そ
の
ま
X
蒐 

集
む
て
.戰
爭
な
る
事
實
の
#
在
を
證
明
し
や
ぅ
と
す
る
の
は
'、
當
を
得
.て
ゐ
な
い
々
原
始
人
.類

に

關

す

る

事

實

对

、

■%
■

つ
と
盤
理
さ
れ 

て
老
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
.に
は
、：
こ
れ
ら
の
原
始
社
會
戰
爭
說
に
對
し
て
、
有
力
な
原
始
社
會
平
和
說
が
あ
り
、
.こ
れ
は
充
分 

に
評
價
せ
ら
.れ
る
債
値
を
有
す名

：：

の
で
あ
る
。 

：

.

七

'

. 

- 

-

V

;

V 

'

V 

,
:

戰
爭
の
本
質
起
源 

一i
 

(

三
七
五)
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職
ぃ
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質
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.
 

三
.

ic 

C

三
七
六) 

原
始
社
會
平
和
說
は
、
.以
上
の
原
始
社
會
戰
爭
狀
態
論
に
對
觉
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
.兩
說
の
對
立
は
、
社
會
契
約
說
に
お
げ
る

對
立
以
來
の
^-
,0
で
あ
る
0
»1
:
會
^
約
說
.に
灸
い
て
、
社
會
契
約
成
立
以
前
を
自
然
狀
態
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
國
家
成
立
以
前

.

.

.

.

の
：
a然
狀
態
に
關
し
て
、.
そ
れ
が
平
和
的
な
り
や
、

^
る
：ひ
は
_
争
的
な
り
や
に
.つ
い
て
兩
說
が
あ
る
o
,ト
マ
ろ
•
ホ
ッ
ブ
ス
は
、
そ
の 

有
名
な「

：レ
ヴ
.ァ
イ
ブ
サ(

ン
：

」

に
お
|い
：て
、
自
然
狀
態
に
お
い
.て
は
、
人
：間
の
.自
利
心
は
何
等
掣
肘
せ
ら
れ
な
い
活
動
が
許
さ
れ
て
ゐ
る 

の
で
、
.と
の
籠
の
：下
に
お
.い

て

は

、

「

す

べ

て.の

人

の

す

べ

て

の

入

に

：
對

ず

る

_
举」

が
胶
開
せ
ら
れ
る
°
し
か
し
、か
\
る
自
然
狀
態 

の
下
.に
お
い
て
.は
、
宠

分

な

自

利

心

の

，
滿

足

を

.な

し

得

^.
い
こ
，
と.か
ら
、
原
始
的
自
然
狀
態
0-
» ,
¥

社
會
契
約
の
成
立
と
な
つ
て
、
目 

家
主
權
の
.下
に
人
民
が
服
從
す
..る
に
.：至

名

の

セ

：
あ

る

o

i
五
.1
0こ

れ

に

對

し

て

.
、

人
類
の
自
然
i

t

■平
和
的
な
る
も
の
と
し
、
人
類 

は
、
こ
の
平
和
狀
態
か
ら
文
明
の
進
む
に
從
つ
て
的
墮
落
的
狀
態
に
陷
つ
た
と
す
る
說
が
あ
る
o
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ン
_
ジ
ャ
ク
•
ル 

ッ

の

說

で

あ

.る
。
ル
ッ
ソ
ー
は
人
類
の
.黄
金
.時
代
を
、
靜
か
な
る
初
期
共
同
生
活
の
時
代
に
求
め
た
。
■こ
の
黄
金
時
代
的
樂
園
か 

ら
、
^
類
は
そ
の
文
明
に
ょ
つ
て
墮
落
の
：1
路
を
迹
つ
た
も
の
：で
あ
つ
て
、
こ
の
人
類
0-
樂
園
を
急
激
に
破
壞
し
た
も
の
は
、
詩
人
の 

い
ふ
や
ぅ
に
金
銀
そ
の
も
の
と
い
ふ
ょ
り
は
、
寧
ろ
鐵
と
穀
物
で
あ
つ
た
。
彼
は
、
'入
類
の
墮
落
の
制
度
的
表
現
を
土
地
私
有
別
に
求 

め
た
の
で
.あ
る
。(

註
五
ニ)

：
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い
ま
丨
こ
、
に
問
題
と
す
る
の
は
、
か
X
る
思
#
的
な
主
張
で
は
な
い
o
人
類
原
始
社
會
に
.お
い
て
戰
郇
が
一
般
的
で
あ
つ
た
と
生 

張
す
る
議
論
が
、
多
く
の
實
在
的
資
料
に
ょ
つ
て
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
じ
と
は
、
旣
に
記
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
原
始
社
會
平
和
說
に
お 

い
て
も
か
V
る
實
證
的
稂
據
に
ょ
つ
て
、
こ
れ
を
主

張

す

.るも
の
が
あ
る
？
而
し
，て
、
原
始
社
會
の
平
和
狀
態
に
つ
い
て
は
、
積
極
的 

主
張
を
な
さ
な
い
で
も
、
戰
维
の
歷
史
性
-
そ
の
起
源
に
つ
い
て
の
社
會
學
的
說
明
を
與
へ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人 

類
原
始
社
會
平
和
說
の
主
張
^
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
で

あ
ら
う
.0
.こ
の
原
始
人
類
平
和
說
は
、
人
類
遺
跡
•
歷

史

•
現

存

の

低

度

文

化 

人
の
狀
態
な
ど
か
ら
實
證
的
に
主
張
さ
れ
て
ぬ
る
の
で
あ
る
。

，

ハ
ヴ
；
ロ
^
ク
*
エ
リ
ス
は
.新
在
器
時
代
に
つ
い
て
、
次
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
o
r過
去
华
世
紀
の
間
に
、
新
^
器
文
化
の
秘
密
の
解 

明
に
多
く
の
寄
與
を
な
し
た
中
央
ョ
1
ロ .

ッ
パ
の
火
：湖
上
都
市
は
好
戦
的
で
は
な
.く
、
彼
等
は
人
類
史
上
に
お
け
る
最
も
幸
福
な
時
代 

を
代
表
す
る
も
の
と
い
へ
や
う
。
彼
等
は
、
戰
華
に
對
す
る
思
索
を
準
備
し
つ
、
あ
つ
た
、
し
か
し
彼
等
は
い
ま
だ
戰
都
の
方
法
を
發
展 

せ
し
め
て
ゐ
な
か
つ
た
。
彼
等
が
金
屬
を
發
兒
し
、鑛
布
を
溶
解
す
る
方
法
を
發
見
し
た
と
き
に
、戰
郇
は
來
つ
た
の
で
あ
る
。」

へ
註
五 
ー0
 

初
期
の
歷
史
的
記
錄
は
、
.
.原
始
民
の
平
和
的
性
質
に
關
す
る
多
く
，の
證
據
を
含
ん
で
：ゐ
る
、
紀
元
.前
千
九
百
年
か
ら
ー
七
五
〇
铝
に
至 

る
ク
レ
ー
ト
文
化
中
期
時
代
の「

前
壬
朝
：

K

ヂ
ブ
ト
人
は
、
ま
た
明
か
に
平
和
.的
で
#
つ
.た
0」

.

(

越
芄
四)

而
し
て
、「

乙
の
文
明
の
支
配 

的
な
平
和
的
件
質
は
、
ク
レ
r
ト
都
市
が
域
廊
を
繞
ら
し
セ
.ゐ
な
.い
事
實
に
ょ
つ
て
萊
さ
れ
.て
ゐ
る
9
1

(

註
五
宄
.

〕

ョ
ー
P
ッ
バ
0.
«
^:
« 

器
時
代
の
農
民
の
間
に
お
い
て
は
、「

社
會
は
後
代
に
お
け
る
や
う
に
、
戰
维
の
た
^'
に
組
織
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
そ
こ
に
は
、
軍
事 

的
階
級
が
な
か
つ
た
。
ブ
レ
ス
テ
ッ
-̂
敎

授

の

指

摘

ず

る

や

う

巧

舊

茁

國

の

：
エ

デ

ブ

ト

人

は

、
，
本

質

的

に

好

戰

的

で

，
は

な

か

，つ
た

0」 

戰
爭
の
‘
本
質
过
起
源
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ョ

ーa

ッ，パ
並
に
近
來
に
お
け
る
新
蒞
器
時
代
の
末
期
.に
お
い
て
.は
> 
好
歜
的
侵
略
並
に
耕
作
生
活
に
拉
け
る
大
變
化
が
起 

っ
，た
。「
ス
マ
ア
の
都
市
國
家
ま
た
は
ナ
ィ
ル
河
畔
の
初
期
の
國
家
に
お
，い
て
ゆ
，
戰
_
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ぅ
そ
れ
ば 

例
外
的
で
あ
り
、
い
ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。」

S

五
七)

僧
侣(

-K
-
'.•ル
^

K)

，の
治
下
に
あ
っ
た
初
期
ゴ
ー
ル
人
の
坐
存
は
注
意
に 

値
す
る
o
. 

r

ド
ル
ィ
ド」
的
社
# .
.は
、
吊
和
に
生
活
し
て
ゐ
た
：'
°宗
敎
0
カ

と

農

業

勞

働

の

：
緊

密

さ

と

：が

、

:-
彼

等

の

：
間

に 

し
め
、
.正
規
的
農
業
生
活
を
な
さ
1>
め
た
の
で
あ
る
。
，こ
れ
ら
の
.瓦
百
人
の
玉
の
.間
に
何
等
.の
_

_
も

、

戰

_

も

な

か

っ

た

と

象

へ

る 

こ
と
は
、
馬
鹿
氣
た
こ
と
で
あ
.ら
.う
。
し
か
し
調
和
の
必
要
は
、；
人
々
の
間
'
£お
.け
る
最
も
緊
樂
な
こ
と
.で
あ
0
た
。
彼
等
を
命
令
し 

た
土
地
と
僧
侶
と
は
、
調
和
の
主
で
あ
っ
た
。」(

註
.苏
八
V

:.
’

(

ife
E
H
)

 

E
u
i
s
,
p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
o
f
c
o
n

21.ct.p.
^
， 

’
 

.

(

戟
五
四
ソ
 

J. Perry, 

G
r
o
w
t
h

 

.
o
f 

civinsadon. 

p. 

I

P

.

,

.(

註
五
五)

D
a
w
s
o
n
,

 

A
g
.
e

 of 

the 

G
o
d
s
,
p
.

 

I
s-P
、

(

註
五
六)

«
pき 

o
n
. 

Age. o
f

5 *
0

o
o
d
s
. 

p.. 

2
300 

(

註
五
七)

D
a
w
s
o
u
,

 

A
g
e

 

of the Gods. P
V
2
3
S

 

.

(

lf
e:
五
^)

 

Jellian,, 

De.Ja 

G
a
u
l
e

tvla 

France, 

p. 

lbo
-
o
'

パ
食
物
蒐
集
の
生
活
段
階
に
あ
る
’現
代
の
雔
兜
文
化
人
の
平
和
的
性
質
に
關
し
て
も
、
多
く
の
，證
據
が
、擧
げ
ら
れ
石
。
セ
ィ
ロ
.
ン
(?
>

グ
ス 

ダ
並
に
南
ィ
ン
'
Fの
原
始
林
住
民
の
あ
る
も
の
は
、
.ア
リ
ヤ
ン
以
前
の
人
種
で
あ
る
が
’、「

彼
等
は
血
緣
共
亂
體
を
組
織
し
て
、
耑
窟
の
.
 

內
に
生
活
し
、
各
將
同
體
は
、
そ
の
狩
獵
地
を
有
す
を
0
.彼
等
.は
著
し
く
平
和
的
で
叙
る
。̂

訪
五
九
レ
.ァ
ァ
ゲ
カ
の
大
湖
地
方
ひ
南
部

他
に
コ
ン
ゴ
I
地
方
に
お
い
て
ば
、
ブ
シ
ュ
マ
シ
..も

ネ
グ
リ
V

も
，と
も
に
狩
獵
者
で
あ
る
が
、「

ブ
シ
ュ

マ
ン
は
、
そ
の
純
粹
な
狀
態
に 

お
い
て
は
、
決
し
て
攻
擊
者
で
あ
っ
た
こ
と
.は
な
い
や
う
た
。
—

彼
等
は
相
瓦
に
決
し
て
大
戰
举
を
や
っ
た
こ
と
は
な
い
や
う
で
あ 

る
。
競
#
し
て
ゐ
る
狩
獵
者
間
に
お
け
る
.突
然
の
^
ひ
は
、
活
撥
な
小
競
合
に
終
っ
て
ゐ
る
が
、

彼
等
の
侗
人
の
、
ま
た
は
部
族
の
相 

異
の
範
.園
で
行
は
れ
：て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
0
し
か
し
、常
習
的
な
喧
嘩
好
き
な
男
は
、
彼
等
の
間
で
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
0」(

註
六
S
 

太
平
洋
諸
島
の
蠻
民
の
.中
で「

文
化
的
繼
續
が
確
立
：さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
は
、グC
の
.初
期
.の
時
代
が
一
曆
平
和
的
で
あ
る
。
ポ
.リ

、
不
シ 

ァ
的
社
會
の
崩
壞
は
、
い
ま
で
は
容
易
に
迦
解
さ
れ
る
。
諸
共
：同
體
が
、
.そ
0
.平
和
的
な
憤
習
を
捨
て
、
、
大
規
模
な
戰
闘
を
行
ふ
と 

き
、
注
意
が一

職
業
か
ら
他
の
も
の
に
移
る
。
太
平
洋
諸
鳥
に
お
い
て
は
•
：戰
爭
の
發
達
は
、
藝
術
及
び
エ
藝
に
お
け
る
文
化
的
衰
退 

と
一
致
す
る
。
•か
く
て
、
戰
锻
は
物
質
的
文
化
の
見
地
か
ら
見
て
*
多
く
の
論
者
の
い
ふ
や
う
に
、
力
の
表
徵
と
し
て
見
る
べ
き
も
の 

で
は
な
く
、
反
つ
て
衰
退
の
表
徵
と
し
て
見
る
べ
き
が
疋
當
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
、
い
は
れ
る
0」(

註
六
一〕 

ド
ゥ
ソ
ン
は
、
初
期
食
料
蒐
集
族
の
平
和
的
性
将
に
，っ
い
て
、

次
の
や
う
に
い
っ
て
ゐ
る
o
r戰
爭
狀
態
ま
た
は
殺
戮
に
應
化
し
た
諸
時 

代

が

あ

っ

た.に
も
拘
ら
ず
、
現
代
に
お
い
て
す
ら
、
食
料
苋
集
段
階
の
最
も
原
始
的
な
人
々
は
、
著
し
く
平
和
的
で
あ
る
。」

(

註
六
ニ) 

而
し
て
、
ド
ゥ
ソ
ン
は
、
原
始
人
の
平
和
的
性
格
の
.
*̂
を
擧
げ
て
、「

最
も
好
戰
的
な
.も
の
は
、
比
較
的
文
明
化
さ
れ
た
種
族
で
あ
る」 

と
い
.っ
て
ゐ
る
。

原
始
人
の
好
戰
性
に
つ
い
て
、
確
信
し
、
社
會
ダ
ァ
ゥ
ィ
ン
生
義
者
の
一
人
で
あ
る
ハ
ア
バ
ア
ト
•
ス
べ
ン
サ
ア
さ 

へ
、
初
期
食
料
蒐
集
段
階
に
.お

け

る

錬

人

の

平

和

性

に

っ

い

’て

認

办

、

平

和

的

種

族

の

實

例

を

擧

げ

'

彼

.

.
等

ば

そ
の
數

に

お

い

て

‘
‘
少 

數
で
あ
り
、
產
業
も
な
く
、
協
同
的
私
强
壓
的
で
な
い
こ
と
を
詉
め
，て
ゐ
今(

訪
六
S

ス
ベ
ン
サ
_ァ
の
擧
げ
たH

ス
.キ 

>
丨
の
平
和
的
 ̂

戰
爭
の
本
質
‘

源
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性
質
.に
つ
い
て
'.は
、
フ
リ
ド
リ
ッ
ヒ

•
ラ
ッ
ツ

H

本
ル
も「

戰
爭
や
闘
爭
は
、
K
X
キ
キ
ー
の
間
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
彼
等
は
、
戰 

ハ
伞
と
い
ふ
言
#
、を
持
つ
て
ゐ
^
い
o
彼
等
は
叱
る
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
、
罵
る
こ
1
Cも
な
い
o.
女
は
男
と
同
等
で
.
る
し
、
社
會
階
級 

も
な
く
、
財
產
は
共
有
で
あ
る
。
1
C註
六
四)

—

六
五
.

)

:
:

@

五
九)
方

き
.

P
8
i
b
l
e

 Habits i
n
s
m
i
d
v
e

 c
o
m
m
u
n

B:
蛘 

p，
3
7
,

(

訪
六
0)

.c
o
t
p
w
.

 T
h
e

 ..Native Races of South Africa, 

p.... 
300
..

6

六 

一〕

^en7> T
h
e

 Children of the 

s
p PD

,
158-159.

(

註
六 
ニ〕

bawson, A
e
g

 of the Gods. 

p. 239.

(

註
六
1

0
g

p

i

$ 

Principles of Sociology V
O
K

 I p. 5C9. 

V 

'

6

^

0
 

w
.
w
£
« 

? 

211 

^

(

註
六
五)

Scott Nearing, wa
r
. pp. 71.77. Emannel Kanter, T

h
e

 E
v
o
c
d
^

か
く
の
如
き
原
始
人
の
平
和
的
性
質
を
主
張
す
；る
者
は
、
多
い
が
、
そ
の
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
は
、

,ホ
ル
ス
テ
ィ
と
べ
リ

I
で
あ 

ら
ぅ
。
筆
者
は
ホ
ル
ス
テ
ィ
の
著
作
に
つ
い
て
、
.見
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
の
を
遺
憾
と
す
るo

(

註
六
六)

し
か
し
、
ペ
リ
ー
に
つ
い
て 

は
、
そ
の
大
體
を
知
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
次
節
に
こ
れ
を
論
じ
.や
う
。
 

'

(

詳
六
六
.

)
R. 

Holsti, T
h
e

 Relation of W
a
r

 to the

ベ
リ
ー
は
、
旣
に
引
用
し
た
諸
著
に
お
い

K
、

原
始
人
の
平
和
性
を
論
：じ
て
：ゐ
る
が
、
原
始
的
平
和
共
同
體
か
ら
戰
雜
の
起
源
及
び

そ
の
理
由
を
論
じ
f

o

に
、
.小
冊
子「

戰
郇
と
文
明」

が
あ
る
。
S

六
七)

;
ー

.

(

It
六
..七)

.ミ

.J. 

p
a
”
y
- 

w
a
r
.
a
n
d
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ベ
リ
ー
は
人
間
坐
活
の
粮
底
を
本
能
に
置
い
て
ゐ
る
。
本
能
は
人
類
進
.化
の
過
程
に
お
い
て
獲
得
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
人
類
の
坐
活 

に
お
い
て
根
本
的
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
人
間
は
、
こ
の
本
能
の
外
に
、
そ
の
社
會
共
同
生
活
に
お
け
る
環
境
の
を 

受
け
-
こ

れ

が

截

々

：の

行

動

0
翁

態

と

し

て

現

は

，れ

る

。

.
こ
の
本
能
と
生
活
過
程
.に
お
い
て
.獲
得
せ
ら
れ
た
傾
向
と
0 

異
が
あ
.る
。
本
能
は
全
人
類
に
存
す
る
も
の
で
あ
"り
、：

獲
得
傾
向
は
、

一

定
の
段
階
の
社
會
生
活
に
お
い
て
瑰
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

故
に
一
の
行
動
が
圣
人
類
的
で
あ
り
、
奎
時
代
を
逝
じ
て
行
は
れ
：る
と
ず
れ
ば
、
こ
の
種
の
ハ
®

は
.本
能
的
で
あ
る
と
：い
ひ
得
る
。
こ 

れ
に
反
し
て
ひ
ー
行
動
が
あ
る
種
の
人
，々
に
ょ
り
、
あ
る
特
定
の
條
件
の
下
比
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
社
會
的
起
源
は
、
說
明
し 

得
る
も
の
で
あ
る
。(

胜
六
八)

：

(

詰
六
八)

'
^
rps
d
cu
Q
&
s
a
t
i
o
n
, 

p
p

ol
^
' 

,

こ
の
一
般
的
原
⑽

の
下
に
い
文
明(0
進
步
ビ
お
け̂

戰
#

.
の
役
割
を
論
ず
る
の
が>
 

ベ
リ
_

の

任

務

で

あ

る

。
：
第

 

一̂

^

戰
拢
i

は 

何
か
、.
戰
釙
と
は
何
か.の
：問
題
が
私
る'0
.好
戰
民
と
.は
.、.
.
.他
を
攻
骤
す
.る
も
の
f

e
意
味
し
、
攻
擊
せ
ら
れ
た
場
合
防|

¥

る
も
の
を
«
 

味
し
な
い
o
.
攻
擊
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
防
禦
は
、
：

Jnl.

已
保
存
の
，，た
め
の
行
動
で
あ
り
、
：
人
_

に
お
け
る|

般
的
傾
向
で
あ
る
。
從 

つ
て
攻
擊
に
對
す
る
防
禦
は
、
本
能
的
で
あ
る
と
い
へ
る
。
：：攻
擊
の
行
動
は
、
著
し
く
と
れ

.と
異
つ
て
ゐ
る
。
攻
擊
的
戰
举
が
、
人
類 

戰
爭
の
本
質
过
起
源
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三
八I!) 

社
會
の
ず
ぺ
て
の
形
態
の
共
通
的
性
質
で
な
い
こ
と
は
疑
問
の
余
地
0
な
い
と
こ
ろ
セ
あ
る
？ 

一

;.
リ

.

:「
過
去
半
世
紀
を
通
じ
て
、
人
類
社
會
の：

初
期
段
階
に
對
ず
み
わ
れ
わ
れ
の
知
識
は
非
常
に
^
大

し

て

：
、.こ

れ

ら

の..
_ft
に

お

け

る 

•:
手
藝
ロ
叩
の
多
く
が
、
办

れ

办

れ

に

知

ら

れ

备

や

ヶ

に

な

>
、從
つ
て
、
あ
る
程
度
ま
’で
わ
成
功
釔
も
つ
.て
、
こ
の
時
代
？に
おs

y
、

彼 

等
が
如
何
な
旮
人
間
で
あ
つ
た
か
、
へ.如
何
な
る
生
活
紅
な
レ
て
ゐ
た
か
を
想
像
し
得
：る
の
で
あ
る
4<
>
:
'
石
器
時
代
の
最
初
期
(0
'
生
產
物 

の
硏
究
は
、武
器
の
.形
態
に
#
い
：
て

は

、
何
4
現
は
れ
て
ゐ
ず
、
單
に
一
般
组
活
用
の
器
具
に
過
ぎ
な
.‘い
。
石
器
時
代
の
後
期
の
諸
時 

代

を

通

じ

：
て
.も
、
摩
擦
、
切
斷
、
穿
孔
の
た
め
の
道
具
は
、
多
數
で
あ
る
に
拘
ら
水
、
武
器
は
著
し
く
少
な
い
の
で
あ
る
。

ョ
ー
ロ 

ッ
パ
に
お
け
る
舊
汩
器
時
代
の
.後

葉

期

の

鏃

の

如

き

は

、
：
野

嵐

以

上

：
の

大

き

：な

も

の

を
殺
せ
ぬ

塵

の

も

の
で
.あ
：る
o
.初
期
お
器
時 

代

の

人

々

：も

、

.闘
部
の
：た
め
の
武
器
を
作
る
能
力
は
あ
つ
.た
ら
ぅ
し
、
ま
た
そ
の
技
術
の
熟
練
は
容
易
に
、
炎
鋭
な
燧
お
を
恐
る
ベ 

,

き
武
器
と
す
る
こ
と
が
出
來
た

で

あ

ら

ぅ

。
.
.
初

期

石

器

時

代

^
お
け
る
武
器
の
普
無
狀
態
は
ぐ
と
の
時
代
に
お
い
て
は
、
.闘
爭
、
個 

人
的
鬪
郇
さ
べ
、
知
ら
れ
て
ゐ
な
いQ

で

あ

：り

、

ま

た

あ

つ

た

と

し

て

も

、

無

視

し

：
て

も

よ

い

ほ

ど

.に
、
稀
れ
で
あ
り
、
無
寄
な
も 

の
で
あ
つ
，た
こ
と
の
有
力
な
證
據
を
な
す
も
の
で
あ
る
。」
ハ
註
六
九
> 

:

(

.誰
六
九)

.

.

.

war. and:.civilisation..:.p. .6.. 

>

こ
れ
ら
の
歷
史
的
證
明
で
、
戰
爭
の
歷
史
性
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
幸
に
し
て
、
初
期
文
化
段
階
を
代
表
す 

る
現
#
人
が
あ
る
。

：

「

彼
等
は
、
そ
の
純
粹
故
狀
態
.に
お
い
て
は
、
如
何
な
る
形
態
の
文
明
を
も
有
し
て
ゐ
な
い
。
彼
等
は
狩
獵
者
で
あ
る
。
彼
等
は
家

を
^
ら
ず
、
衣
服
を
纏
は
ず
、.
金
鳳
も
使
用
せ
ず
.'
*
彼
等
の
死
屍
を
も
處
置
せ
ず
、.
死
せ
る
處
ぬ
そ
の
ま 

>
に
し
.て
置
き
、
社
#
階 

級
も
な
く
、
そ
の
財
產
を
共：

有
に
す
る
.血
緣
共
同
體
の
中
に
生
活
す
る
'
か
く
の
如
き
人
々
は
、
南
部
ィ
ン
ド
*
セ
ィ
ロ
ン
•
シ
ベ
リ 

ア
.
•北
來
•
雨
來
•衆

ィ

ン

：ド

諸

岛

•
ォ

ー

ス

ト
ラ

リ
ア
•
ア
；.フ
リ
ヵ
並
'
に

北

部ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
.お
い
て
、發
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ 

れ
ら
の
人
々
は
、
す
ベ
て
高
級
の
，文
化
的
影
響
を
受
け
ぬ
場
合
に
は
：、
全
然
平
和
的
で
あ
る
。
故
に
、
か
く
の
如
き
人
.々

の
存
在
は
• 

行
動
の
戰
铆
的
形
態
が
人
類
の
ー
般
的
樣
相
で
な
い
こ
と
を
證
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し(

註
七
0)

(

訪
七 o

)

豸
筠 

P
OG.Civilisaloin,

フ 7.

從
つ
て
、
ベ
リ
ー
は
、
次
の
や
ぅ
に
い
ふ
の
で
あ
る
。

「

右
器
時
代
の
初
期
的
段
階
に
武
器
が
全
然
存
在
せ
ぬ
こ
と
‘
.並
に
、
'狩
獵
民
に
よ
っ
て
示
さ
れ
.て
ゐ
各
平
和
的
行
動
と
文
化
狀
態
‘
 

と
の
密
接
な
關
係
と
は
、
す
ベ
て
の
人
類
が.一'度
ば
平
和
的
.で
あ
り
、.あ
る
種
ひ
A'
々
は
、
.狩
獵
的
院
階
か
ら
何
が
の
理
由
で
好
戰 

的
と
な
つ
た
.こ
，と
^
暗
示
す
る
も
0
で
あ
'る

,0(

註
七
0

:

.

:

?

:

:

{
^
^
l
)

 

w
a
r
a

a..
d
a
v
m
s
a
t
i
o
n
,
p
.
7
'

 

:

か
く
の
如
く
、
ベ
リ
ー
.は
、
.
%
類
：の
，初
期
蒞
器
時
代
に
お
け
る
.一
般
的
平
和
生
活
の
#
注
を
認
め
'る
.こ
と
に
よ
つ
て
、
春
の
歷
史
ー 

性
の
問
題
に
人
つ
..て
.ゐ
る
。
即
ち
戰
爭
6
起
源
.の
問
題
が
こ
れ
だ
。
ペ
リ
ー
は
'
こ
の
問
題
を
實
證
的
に
取
扱
つ
た
。
彼
は
、
ア
フ
リ 

力
•
ア

ジ

ア

，
南

北

ア

メ

リ

力

，
ョ

ー

ロ

ダ

ベ

に

つ

5

て
、
歷
史
的
硏
究
に
よ
っ
て
、
戰
维
起
源
の
將
題
を
說
明
し
や
ぅ
と
し
た
の
で
私 

る
。
..ベ
リ
ー
は
、

な
る
も
の
が
、

一
部
特
定
入
»

^
行
«1
^:
よ
つ
セ
&
さ
れ
、
ぞ
の
結
果
と
じ
..て
、
支
配
者
霧
支
.配
者
の
關
係
’ 

戰
S

本
質
鑫
：源

ノ

-S
一”
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三
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參
の
本
質W

起

源

. 

_

 

,
0
X
3 

. 

を
坐
み
、
更
らH

:

か
、
る
過
程
を
續
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
.：戰
爭
の
.規

模

が

搬

大

さ

れ

：
る

こ

.と
を
主
張
し
：て̂

る
^

^

一
部
特 

定
人
群
と
い
ふ
の
は
、
-軍
事
的
貴
族
階
級
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。'ー
ベ
U
丨
は
、
廣
く
以
上
の
諸
地
域
を
硏
究
し
て
、
好
#
民
の
起
源 

に
關
し
て
：、
'
次
ぬ
や
ぅ
な一

般
的
結
論
：に
達
し
.て
I

O

'
 
'
ン 

パ
.
：一.:
;
:
:
.へ

、

「

そ
.の
起
源
の
知
ら
れ
て
ゐ
る
好
戰
民
は
、
共
通
の
特
性
を
持
0
て
ゐ
る
O

T
フ
リ
方
に
'お
い
て
は
、
好
戰
的
ネ
グ
ロ
族
の
支
配
著 

は
、
地
：圖
に
.示
.さ
れ
た
中
央
部(

ツ
ア
ナ
’湖
と
紅
海
の
出
口
を
半
經
と
す
る
地
方
、
い
ま
の
エ
チ
オ
ビ
ア
I

筆
者)

か
ら
進
出
し
て 

.來
た
皮
膚
の
色
の
淡
い
人
種
で
t

.
°ィ
ン
ド
に
お
.い
て
は
、
ア
リ
ヤ
ン
人
は
、
彼
等
が
征
服
し
た
土
着
人
と
人
種
に
お
い
て
、
著
し 

い
差
異
が
あ
る
o
:人

種

の

混

合

か

ら

起

っ

て

來

た

カ

ス

：

.ト
別
：
は

、
：
職

業

と

と

も

：に

'、
肉
體
的
特
性
：に
よ
っ
て
特
數
が
あ
るO

上
級
力 

ス
ト
■の
所
屬
員
は
、
皮
膚
の
黑
い
下
級
力
ス
ト
0
所
屬
員
よ
り
も
*
.皮
膚
の
、色
ば
淡
く
、身
長
は
長
い
0 

^
-
^
ア
ジ
'ア
C
令
<
て̂
は
_、 

ィ
ラ
1
1
.
ア
人
種
に
屬
す
る
も
の
は
、

»
古
族
を
祖
先
と
す
る
征
服
王
朝
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
、
蒙
古
族
中
に
お
い
て
は
、
諸
國
て 

お
.け
る
.

W

朝
は
、
知
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
，.に
為
い
て
は
、
外
部
人
種
の
出
身
で
あ
るo 

•
:，
ョ
l

a
ッ
バ
に
お
い
て
は
、
ト
ル
コ
、
並 

に
マV

ャ
V
ル
人
の
如
き
は
、
全
然
別
種
の
人
種
の
民
を
征
服
し
た
軍
事
貴
族
の
好
例
で
あ
るo

，
：
.
こ
れ
ら
の
貴
庚
は
、
豫S

：

亡 

ら
る
、
や
ぅ
に
、
社
#.
の
他
の
部
分
よ
り
も
優
秀
なV

と
が
：證
明
さ
，れ
た
家
族
か
ら
成
る
の
で
は
な
く
、
平
和
的
慣
習
を
持
っ
て
ゐ 

る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
■る
人

民

に

、

そ

の

支

配

？:
押

し

つ

け

た

好

戰

的

外

人

の

子

孫

で

あ
る
0
し8

£
一.

〕

@
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‘

而

し

て

"

こ

れ

ら

の

好

戰

的
.民

群

の

居

住

地

域

は

、

古

代

帝

國

の

、近

傍

她

域

に

屬

し

セ

ゐ

る

、

即

ち

..、

支

那

に

お

け

る

揚

子

江

上

流

地
域
、
滿
洲
、
バ
イ
カ
ル
湖
，附
近
、、
ァ
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
ツ
ァ
ナ
湖1

帶
、
及
び
モ
ロ
ッ

n

地
方
、
ヨ

1
口
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
 

バ
ル
チ
ッ
ク
海
沿

^
諸
地
方
、
.北
米
：に
お
い
て
は
'
-ミ
ツ
シ
イ
ビ
.イ
河
を
中
心
.と
す
る
地
域
、
南
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
央 

.

部

で

あ

る

。
，
と

れ

ら

の

軍

事

貴

族

の

中

心

地

.か

ら十：！

代

帝

國

地

域

に

，
侵

入

し

、

：

こ

れ

を

樹

立

し

た

も

の

で

あ

.る
。
こ
れ
ら
の
軍
事
貴
族
.
 

の
潑
祥
地
は

、

そ
の
數
に
お
い
て
少
數
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の

諸

地

方

は

、

十：！

代

民

に

よ

つ

て

、

轉

に

、

尊

重

好

愛

せ

.ら

れ

た 

物
資
の
生
產
地
で
あ
る
。:-
即
ち
ァ
フ
リ
カ
に
お
け
.る

金

、
'
、パ

ル

チ

ッ

ク

海

沿

岸

地

，方

.に
お
け
る
琥
珀
、
滿
洲
に
お
け
る
金
*
南
來
中
心 

地
の
金
な
.ど
で
あ
る
o
こ
れ
ら
の
金•

雜g

•眞
珠
の
如
き
は
r
古
代
に
お
い
て
.も
、
尊
重
さ
れ
、.1

種
の
價
値
の
檩
準
と
な
っ
た
も
の 

で
あ
る
。
殊
に
金
が一

般
的
價
傭
標
準
と
な
：つ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
好
戰
民
の
活
動
を
大
な
ら
し
め
た
々
彼
等
は
金
を
求
め
て
、
諸 

地
方
を
征
服
し
.、
'そ
の
天
產
の
覺
な
る
こ
と
に
唬
つ
て
亥
持
さ
れ
て
ゐ
た
自
分
達
の
文
化
を
更
ら
に
、
平
和
的
生
活
を
し
て
ゐ
る
人
 々

に
武
力
的
.に
押
し
つ
け
る
の
一
で

I

O

こ
乂
に
®
服
者
と
し
て
の
外
人
支
配
者
の
權
力
が
確
立
さ
れ
る
0

6
七
.三)

征

服

者

の

'
求

め

る

と 

こ
ろ
は
、
こ
„れ
ら
の
貴
重
な
物
質
で
あ
る
許
，り
で
な
く
、
：富
を
坐
產
す
る
人
ロ
も
ノ
そ
の
征
服
對
象
と
な
る
0
即
ち
、
軍
事
的
貴
族
は 

一
方
に
お
い
て
、
金
な
ど
の
貴
重
物
資
に
よ
つ
て
、
自
己
を
富
ま
し
め
：る
.の
み
.で
'な
く
、
人
ロ
の
增
大
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
を
支
配
1
、 

物
資
を
坐
產
せ
し
.め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
的
權
能
と
安
樂
と
を
增
進
せ
し
'め
や
ぅ
：と
す
る
の
で
あ
..る
。
ベ
リ
ー
は
、
初
期
の
社
會 

に
お
け
る
戰
郇
の
裡
由
を
か
く
の
如
き
點
に
求
め
て
-*
:
:そ

の

結

論

：に
.達

し

て

ゐ

る;0
彼
.は

い

ふ0

「

富

の

あ

る

，
と

こ

ろ

、

並

に

そ

れ

*
坐
產
す
..る
人
々
.の
#
す
る
.と

こ

，ろ.に
は
、
.軍
事
胃
險
者
が
、
遲
か
れ
早
か
れ
到
達
し
て
、
自
分 

達
の
た
め
に
安
樂
'<
?
:奢
侈
を
獲
得
し
や
ぅ
と
奪
心
し
、
そ
の
從
順
な
人
民
を
そ
の
目
的
に
對
す
る
手
段
と
し
て
用
ゆ
る
の
で
あ
るo 

戰
爭
2

質
せ
起
.源 

四
2£
• 
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'富
の
袢
在
が
笆
大
で
あ
れ
ば
い
競
举
は
激
甚
を
極
め
、
あ
.る

支

：配

的

な

家

族

が

勝

..つ
：
如

、
.競
#
し
て
ゐ
る
主
朝
が
、
相
互
に
損
傷
し

-
-
- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

て
、.
そ
.の
^
有
.の
た
め
..に
闘
つ
.て
ゐ
，る._地
.域

を

荒

駿

た

：
ら

し

め

1る
'ま
で
.、
.
戰
#'
に
次
ぐ
.に
戰
離
を
.も
0
.て
'.す

る

こ

：
と
.も
あ
る
0 • 

•
:

'
か
く
て
、
：戰
攀
は
、
そ
の
起
源
を
：''
移
動
す
'る
軍
事
貴
族
に
有
す
る
如
く
で
あ
：る
。.
彼
等
は
、
そ
の
欲
す
る
形
態
に
お
い
て
富
を 

生
產
す
る
人
.ロ
の
.存
す
る
と
こ
ろ
.に
、
移
往
し
> 
社
會
的
寄
生
の
生
活
を
送
.る
。
彼
等
は
、
そ
の
人
民
を
强
制
し
.て

、

彼

等

に

.衣

食 

.

.住

•
娛

樂

を

提

供

せ

し

め

.
、
軍

隊

の

.組

織

を

强

制

せ

ー

し

め

る
。
こ
の
軍
隊
..に

ょつ.て
、
彼
#
の
*

^
者
と
の
鬪
•

、
ま
た
は
^

©
の
人 

民
の
富
を
獲
得
し
、
.
こ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
に
對
し
て
、
彼
等
を
援
助
す
る
0
そ
の
<
^
:は
、
無
價
値
の
も
の
で
あ
K
、
彼
等
の
意 

ハ
志
を
實
行
，し
、
彼
等
の
快
樂
に
泰
仕
す
る
も
'の
で
あ
つ
て
、
戰
#
の
.運
命
の
決
す
る
に
從
.つ
て
、
疑
問
も
な
く
、

一
 

.の

亥

配

蓉

か

ら 

他
の
亥
配
者
.に
移
る
も
の
で
あ
る
。
：S

七
四)

(
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七
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要
す
る
に
べ
リ
ー
の
立
場
は
、.戰
爭
を
一
の
社
會
現
象
と
し
て
、
そ
の
歷
史
牲
を
認
識
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
は 

戰
釙
を
外
部
的
人
種
の
侵
略
行
動
と
し
て
、
解
す
る
も
の
.で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
：て
、
彼
は
、
：
戰
筚
の
一
社
會
に
お
け
る
：必
然
性
を 

認
め
る
.や
否
や
を
明
確
し
て
ゐ
な
い
が
、
こ
の
點
は
、
彼
の
認
識
の
明
確
な
ら
ざ
る
點
で
あ
る
。
戰
爭

•を
も
つ
て
、
好
戰
民
：の
平
和
民 

へ
の
征
服
と
す
る
點
で
、
彼
の
所
說
は
、
人
種
闘
爭
說
の
先
驅
.者
の
說
に
ー
致
す
る
點
が
ぁ
る0
:

:

べ
リ
ー
の
戰
郇
起.源
說
と
疮
ん
ど
1
:1

のH

場
に
立
ち
把
が
ら
、
こ
.れ
を
ー
賢
社
#
學
的
に
組
織
し
た
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ッ•
ォ
ッ
•へ
 

ン
ハ
イ
マ
ア
で
あ
ら
ぅ
。.

®
七
五〕

オ
ッ
ぺ
ン
ハ
.ィ
マ
.ァ
の
國
家
論
は
、
ル
ト
ヰ
ッ
ヒ
'
ク
ム
ブ
ロ
ゥ
ィ
ッ
ッ
の「

社
會
學
的
國
家
論」

を 

そ
の
^
㈱
と
す
.る
.も
の
で
あ
り
、
國
家
成
立
の
社
會
學
的
薄
察
と
し
て
、
社
會
學
に
お
け
る
利
學
的
硏
究
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る

(

胜
七
六〕

(

註 
b
ES) 

oppenheimer, Der Staat 1912. 

Der staat. 

System 

der Soziologie. Zweiter Band 1926_

(

註
匕
六〕

.オ
ッ
ベ
ン
ハ
ィ
マ
ア
は
、
國
家
の
成

§

事
實
を
人
間
の
坐
#
本
能
に
求
め
、+
こ
，の
半
#
本
能
を
充
足
す
ベ
き
た
め
に
は
、
自
然
と 

Q

人
間
の
闘
铆
を
第1

義
と
す
る
。
即
ち
人
間
が
自
己
勞
働
を
も
つ
て
、
自
然
に
.働
き
掛
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
：自
然
か
ら
泶
活
に
必 

要
なH

ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
す
る
.の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
の
組
織
が
社
會
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
は
、
直
接
自
ら
自
然
に
働
き 

掛
け
て
、
.欲
望
充
觅
資
料
を
獲
得
す
る
の
み
で
は
な
い
。
オ
ッ
べ
ン
ハ
イ
マ
ア
は
い
ふ
.°「

い
た
る
.と
こ
ろ
同
等
に
は
.た
ち
'く

、
生
*
活

衝 

動
に
動
か
さ
れ
る
人
間
は
、ニ
一
個
の
根
本
的
に
對
立
す
る
手
段
，を
.も
つ
：て
、
必
要
激
欲
望
充
足
の
資
料
を
獲
得
し
得
.■る

の
で
あ
.る
。
勞 

働
と
凉
繇
、
換
言
す
れ
ぱ
、
自
己
の
勞
幽
と
他
人
の
勞
働
の
成
果
を
暴
カ
的
に
_
取
す
る
こ
と
こ
れ
で
.あ
る
0」

<驻
七
七〕

而
し
：て
、
オ
ッ 

ペ
ン
.'ハ
イ
マ
ア
は
前
者
を
經
濟
的
手
段
、
.後
晋
を
政
治
的
手
段
上
名
づ
け
る
'の

で

あ

る

タ

.

ぐ(

^
匕
匕
ノoppenheimer, Der Staat. s*1.6.

オ
ジ
x
y

ハ
イ
マ
ア
、
國
家
論C

改
造
文
®
 

.

オ
ッ
ぺ
ン
ハ
，イ
マ
ア
は
、
こ
0
坐
活
必
要
資
料
の
獲
得
に
お
け
る
政
治
的
手
段
の
實
現
に
戰
郇
の
起
源
を
求
め
て
ゐ
る
。
オ
ッ
べ
.ン

馨
の
本
質W

起
源 

四

七
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ハ
.
ィ

マ

ァ

に
ょ
れ
ば
、
原
始
農
耕
民
と
收
畜
民
と
の
併
存
對
立
.の
.存
往
す
る
場
合
、：
鬪
f

勇
敢
な
牧
畜
民
が
、平
和
的
な
原
始
農
耕 

■
民
に
對
し
て
1
攻
擊
を
開
始
す
る
こ
と
に
、
戰
爭€:

起
源
が
求
め
ら
れ
る
。
而
し
て
、
と
の
戰
爭
に
ょ
っ
V

V
牧
畜
民
は
農
耕
民
を
そ 

の
支
配
下
に
置
き
い
，：所
謂
政
治
的
手
段
に
ょ
.っ
そ
>
'そ
ぬ
生
.—

料
を
獲
得
す
る
の
で.あ
る
0
オ
ッ
ベ
ン
ハ
ィ
マ
ア
：に
ょ1
ば
、「

原
始 

的
農
驚
の
社
會
構
成
は
、
符
獵
民：

の
群
團
と
同
じ
や
^
に
、
：集

殆

ん

裏

_

似
た
も
の
；で
|±
,
;な
か
タ
た
。..農
»
民
_

で
±
地 

を
耕
し
な
が
ら
、
自
由
な
境
涯
に
生
活
し
て
：ゐ
.た
'と
こ
ろ
で
は
、
ま
だ
國
家
は
存
在
し
な
か
つ
海

ゐ
て
、
個
々
の
讓
に
恐
ら
く
は
、
村
落
に
廣
く
散
在
し
、
そ
し
て
部
落
や
，
，耕
地
の
糖
の
た
め
に
分
裂
さ
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の 

で
、
彼
等
は
た
ノ
か
だ
.か
緊
り
(6
な
い
.盟
約
圏
體
の
：.ぅ
ち
に
：坐
活
し
て
ゐ
て
、
そ
.の
集
團
坐
活
は
同1

の

血

統

や

言

語

：
や

信

仰

.や
の
'
意

識 

で

强

く

結

び

つ

け

ら

れ

て

.ゐ

た

に

過

ぎ

な

か

っ

た

O
JC

訪
七
八

)

し

か

る

に

、

收

畜

民

'
に

あ

っ

て
は
、「

彼
等
が
孤
立
的
に
散
在
し
て
ゐ
る 

場
合
で
も
國
家
構
成
の
- ^

要

素

が

見

出

さ

れ

る

。

實

際

.い

く

ら

か

で■も

進

涉

し

た

牧

畜

民

，は

、
：
旣

に

國

家

を

殆

ん

ど
.

完

全

に

作

り

上 

げ

て

ゐ

た

：
の

で

あ

る

'。
た
ぐ
そ
の
掘
家
に
.は
、
^
代

例

意

味

に♦
け
る
國
家
概
念
を
完
全
に
.充
た
す
最
終
の
特
徴
た
る
强
固
に
靥
さ 

れ
た
國
家
領
土
內
に
お
け
る
國
民
の
定
住
生
活
.が
缺
け
て
ゐ
た
だ
け
で
あ
る
0」(

課
七
九)

：

：

.

(

註
七
八)
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か
く
の
如
き
牧
畜
民
の
間
に
あ
っ
七
は
、
そ
の
環
境
と
各
個
人

_

の.

牧
畜
技
能
の
差
異
は
、
比
較
的
.早
く
そ
の
畜
產
物
に
お
け
る
數
量 

的

差

異

を

發

坐

ぜ

し

め

、

こ
の
：：所

有

の

.差
異
が
、
社
會
的
分
化
を
惹
起
し
、
指
揮
者
と
從
屬
者
と
'

の
社
會
的
區
別
が
發
生
す
る
？
か
く

の
如
き
社
會
的
區
別
の
M
ま
が
、
所
有
士
い
ふ
權
カ
を
潑
生
せ
し
め
>
こ
<£
>
猶
カ
の
擴
大
0
た

め

に

他

の

，
社

會

へ

の

.侵
略
.が
行
は
れ
るo 

こ
の
侵
略
€>
實
行
せ
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
對
象
と
な
名
も
の
は
、
一
方
：に

は

游
..
»

民

が

：あ

る
.が
、
生
.と
し
て
農
耕
民
が
侵
略
を
受
け
る
。 

オ
ッ
ぺ
ン
<
ィ
マ
ア
は
、
こ
の
過
程
を
次
の
や
ぅ
に
記
し
て
ゐ
る
。

「

狩
獵
群
團
の
‘個
々
.の
戰
員
達
は
、
牧
畜
民
に
.比

べ

る

と

，そ

の

數

も

少

ぐ

、

そ
€>
カ
も
ず
っ
と
弱
い
の
だ
か
ら
、
彼
等
が
時
折
り
牧 

畜
民
と
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
襲
擊
に
對
抗
す
る
こ
と
の
出
來
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
等
は
高
原
や 

丨
山
地
に
逃
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
場
所
に
は
、
家
畜
の
飼
養
場
が
見
當
ら
な
い
の
'で
、
牧
畜
民
は
、
ま
た
彼
等
を
征
服
し 

て
、

1
種
の
食
客
の
.や
ぅ
な
關
係
に
ひ
き
入
れ
.る
こ
と
も
あ
る
0
そ
し
て
、
.か
ぅ
い
ふ
現
象
は
、
特
に
ア
フ
リ
カ
に
お
い
で
は
、
蒙 

味
時
代
こ
の
方
屢
々
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
.で
あ
る
。
：
•
.
•け
れ
ど
も
彼
等
は「

實
際
上
の
無
政
府
.主8

者」

で
あ
つ
て
、
規
則
蓝
し
い 

勞
務
.に
强
5
6
.ら
れ
る
ょ
り
も
、
反
_っ
て
殺
さ
れ
.る
の
，‘を
喜
ん
で
ゐ
る
。
だ
か
ら
^'
ん
な
風
.の
衝
突
.ヵ
ら「

國
家
1_
'^
決

し

て

發

生

.
し
な 

か
っ
た
。
ま
た
農
耕
民
は
、
實
戰
'に
訓
練
さ
れ
て
ゐ
な
い
個
々
の
戰
員
か
ら
成
る
。
彼
等
.の
未
訓
練
な
土
-¥
兵
を
以
つ
て
し
て
は
、
 

ん
と
へ
、
.彼
等
が
非
常
な
多
數
で
戰
ん
：場
合
で
も
剛
健
な
牧
畜
民
.の
.襲
擊
に
長
く
抵
抗
す
る
こ
と
は
、
.出
來
な
い
。
し
か
し
、
農
耕 

民
は
逃
亡
し
な
i

..
°

彼
等
は
飽
く
ま
で
土
地
に
く
っ
っ
，い
て
，ゐ
.る
。

そ
し
て
、
彼
等
は
旣
に
規
則
正
し
い
勞
働
に
慣
れ
て
ゐ
.る
。
彼 

等
は
土
地
か
ら
は
な
れ
な
い
の
で
•
服
從
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
ゐ
、
自
分
た
ち
の
征
服
者
に
税
を
拂
は
さ
れ
る
。
以
上
は
舊
世
界
に
お 

け
る
領
土
國
家
の
發
坐
過
程
で
あ
る
。」
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本
質
^
趄
源 

.

五
o 

(

三
九
0〕

か
V
る
過
'程
即
ち
牧
畜
民
に
ょ
る
農
耕
民
の
：征
服
過
程
に
お
い
て
國
家
は
成
立
し
、
戰
鐵
の
發
生
を
見
た
と
す
る
の
が
、

オ
ッ
ペ
ン 

ハ
イ
マ
ア
の
說
で
あ
る
。
彼
の
征
服
國
家
說
.は
、
旣
に
記
し
た
や
う
に
、
グ
ム
ブ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
の
人
稀
圃
ハ
辛
を
基
礎
と
す
る
社
會
學
的 

國
家
觀
のI

適
用
と
見
る
べ
き
も
0
.で
あ
る
が
、
オ
ヶ
ぺ
ン
ハ
イ

.マ
ア
は
、
ラ
ァ
ツ
ル
、

‘
U
ッ
ベ
ル
ト
な
ど
の
原
始
人
類
に
關
す
る 

叙
^
を
最
も
巧
妙
に
^
用
し
た
;̂
の
.で
あ
.る
0
'

(

訪
八
.
.
-し
か
ら
ぱ
.、
-
.オ
>
べ
，ン
.ハ
小
■マ
ア
が
戰
维
の
_起
源
を
考
へ
て
ゐ
る
時
期
は
如
何 

&
る
段
勝
で
'̂
る
か
。
人
類
發
脸
の
段
階
を
野
蠻
•蒙
味
•
文
明
の
三
期
に
分
つ
の
は
、
ル
イ
ス
：*
モ
ル
ガ
ン
以
來
多
く
採
用
せ
ら
れ
て
ゐ 

る
o
. 

S

A

?
一)

人
|

の
書
が
れ
た
•歷
史
ば
、
蒙
味
の
^
終
期
ま
.た
.は
文
吸
の
.勒
期
で
あ
み
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
オ
ッ
ベ
ン 

ハ
イ
マ
ア
の
所
論
の
如
き
辦
實
の
起
つ
た
の
は
' 
蒙
味
の
末
期
で
あ
つ
て
、
' 人
類
の
群
中
、
'
並
に
群
の
間
に
對
立
の
起
つ
た
時
代
で
あ 

る
。
' こ
の
對
立
の
發
生
は
、
生
活
必
需
品
の
生
產
の
.方
法
並
ぬ
生
產
成
果
の
蓄
镇
の
歡
度
に
ょ
つ
て
、
：
必
需
品
に
對
ず
.る
經
濟
的
手
段 

と
と
も
に
、
政
治
的
手
段
が
採
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
時
に
對
外
征
服
が
行
は
れ
'る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、

一
社
會
の
内
部 

的
發
展
が
、
對
外
發
展
の
條
件
と
な
る
P
で
あ
る
ダ
故
に
對
外
發
展
の
.一：機
相
で
あ
る
戰
爭
吒
內
部
關
係
の
發
展
及
び
矛
盾
の
剿
外 

的
解
決
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
o
:
.

.
C
^
A
i
w

、.
.'r
.
p
^
^
.
w
U
I
t
u
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
.
d
e
r 

menschheit.

fc
o
to
&*
t-
«
e
w
i
s 

M
o
r
g
a
n
,

 

A
n
c
i
s
t
.
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.

.か

、
る
見
解
は
、
戰
徘
を
本
能
に
歸
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
く
-
反
つ
て
、

；！
の
社
會
的
歷
史
的
現
象
と
も
理
解
し
や
ぅ
と
す
る
も 

の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
イ
ッ
ツ
が
戰
續
の
本
質
を

「

他
の
手

'段
に
よ
る
政
治
の
延
長
し
に
求
め
た
ぐ
と
に

‘一.致
す
る
の
で

あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
■ウ
ィ
ッ
ツ
は

*
近

代

戰̂'
か

ら

戰淨
の
本
質
を
こ
，、
に
求
め
た
の
で
あ
■る
が
、
ペ
リ
ー
、
オ
ッ
ベ
ン
ハ
イ
マ
ア
な
ど 

の
所
論
は
、
か
く
の
如
き
戰
维
の
本
質
が
、
初
期
人
類
社
會
に
お
い
て
も
、
發
見
し
得
る
こ
と
、
並
.に
、
政
治
の
延
長
と
し
て
の
み
、 

戰
爭
の
本
質
が
理
解
せ
ら
る
、
點
を
、
戰
郇
の
始
源
的
形
態
に
お
い
て
、
實
證
的
に
論
證
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
こ
れ 

ら
の
論
者
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ

ツ
が
、
半
ば
直
觀
的
に
認
識
し
た
戰
帮
の
本
質
を
社
會
學
的
に
認
識
し
、
戰
郇
社
#
學
の
出
發
點
を 

こ
X
に
置
い
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

‘

C
れ
ら
の
論
者
は
、
戰
郇
の
本
質
を
、
か
、
る
社
會
現
象
の
中
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
戰
爭
を
呪
咀
す
る
た
め
で
は
な
い
。 

ベ
リ
ー
o
如
き
は
弗
和
主
義
^
な
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
彼
が
平
和
主
_
者
’で
あ
る
•こ
と
-と
そ
の
戰
举
本
質
論
と
は
、
何
等
關
係
の 

あ
る
こ
と
'で

は

な

い

。

何

と

な

れ

ば

、
：
平

和

主

義

は

、

一
，
の

.理
想
で
あ
り
、：
戰
银
本
質
論
は
、
現
實
の
事
實
だ
か
ら
で
办
る
。
，わ
れ
わ 

れ
は
戰
等
を
わ
れ
わ
れ
の
理
想
と
し
て
？)
'
解
釋
し
得
る
。
し
か
し
膨
郇
社
會
學
に
お
い
て
は
、
個
人
の
主
觀
的
理
'想
と
は
、
別
に
、
社 

會
的
現
象
と
し
て
.の
戰
维
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
戰
举
が
如
何
な
る
現
實
的
客
觀
的
基
礎
の
上
に
、
展
開
.さ
れ
て
ゐ
る
か
、
そ
の
戰 

郇
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
.は
、
.現
實
的
他
件
に
お
い
て
は
、、
如
何
に
翻
_
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
を
研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
點
に 

お
い
て
，、
戰
#
社
會
學
は
、
解
剖
學
者
が
人
體
.の
解
剖
を
行
ふ
如
く
客
觀
的
で
あ
る
。
た

气

.戰
郇
な
る
現
象
が
、一

の
意
味
を
有
す 

る
點
に
お
い
て
、
戰
维
社
會
學
は
、
物
理
的
事
實
以
上
の
.意
志
.の
解
剖
を
も
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
6>
-
は
、
戰 

爭
を
社
會
の
.發
展
段
階
と
と
も
に
、
硏
究
す
る
こ
と
に
上
つ
て
、
解
明
す
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
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七
稿
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•
附
記
私
の
本
論
文
で
論
じ
た
と
こ
ろ
は
、一

現
代
に
お
け
る
戰
#

へ
：の
|
件
、
:'
ニ
現
代
戰
術
論
の
動
向
、
三
社
會
學
と
戰
带
問 

.職
爭
の
.本
質
思
起
源
. 
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戰
#
の
本
'質
^

起
源 

.
5
! 

. 

C

三
九
.ニ〕

題
、：

社
#
ダ
.：ァ
ヴ
：ィ

ン

主

義

、

四
社
會
ダ
.ァ
ウ
ャ
ン
生
義S

批
判
ど
生
存
闺
爭
の
形
態
、
、五
.戰
爭
の
本
質(

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
.の 

.
所
論)
、
六
戰
维
起
源
論
，
¥
戰
带
趄
源
論(

續
>
、
'八
戰
爭
の
起
：源
に
關
す
る
ベ
：リ
1
の
學
說
、
九
オ
ッ
べ
シ
ハ
ィ
マ
ア
の
所
論
で 

あ
る
。
戰
爭
の
本
質
及
び
起
源
の
問
題
を
客
觀
的
に
取
扱
ひ
、
.戰
爭
社
#-
學
の
出
發
點
を
權
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
の
戰
维
社 

#
學
は
、
，こ
<D
.點
か
ら
/1
V
.發
し
V
。',
^
’ 

.

'
 

c
,
i
)

戰
维
形
邋
論
|

各
時
代
0
戰
举
の
形
態
を
論
ず
る
。
：

'

(

ニ)

戰^
_

遂
行
^_
-
戰
ハ
伞
が
|定
の
社
會
的
段
階
に

^
い
て
如
何
に
し
て
遂
行
せ
-ら
る
\
か
の
.問
題
0 

(

三〕

戰

讲

對

策

論

^
—

戰

讲

に

對

す

る
種
々
の
對
策
運
動
、
例
へ
ば
、
軍
備
擴
張
、
軍
備
縮
小
•
戰
部
反
_
運
動
な
ど 

fc
言
及
す
る
考
へ
で
^
る
が
現
代Q.
戰
ハ
♦
が

、

硏
究
對
象
の
+

M
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
o
し
か
し
ま
だ
體
系
的
結
論
に
は 

到
達
し
て
ゐ
な
い
。
他
日
の
硏
究
を
期
す
る
次
第
で
あ
る
。
大
方
の
敎
示
'を
得
た
い
と
願
つ
て
ゐ
る
。

.

世帶構成に

.

現
は
れ
れ
地
域
'性

『

三田

』

社：脅調
蜜
報
告
第
三

■

■

奧

并

k

太

0

序

『

三
田』

社
會
調
査
の
報
街
に
つ
い
て
は
旣
に
、
人
ロ
構
成
及
ぴ
身
分
構
成
に
關
す
る
報
铅
を
發
表
し
た
。
本
號
に
於
い
て
は
、
其
の
貴
帶
構
成 

の
情
況
を
全
地
域
及
び.

各
地
區
に
就
い
て
檢
m

し
て
見
る
。
恐
ら
く
第
二
次
報
告
、
即
ち
人
口
の
身
分
別
構
成
情
況
に
關
聯
し
て
説
明
し
得
ら
る 

k

所
が
少
く
な.

く
、
又
"
讹
帶
構
成
の
情
況
そ
れ
自
體
が
、
各
地
區
の
地
域
的
特
色
を
示
す
指
針
と
な
る
所
、
多
か
ら
ぅ
と
思
ふ
。

2

)

世
帶
構
成

木
調
丧
池
域
の
入
口
に
は
之
れ
を
世
帶
別
に
分
類
す
る
と
總
世
帶
五
ニ
九
四
戶
と
な
る
。
六
十
三
區
に
對
し
て
は
一
區
當
b
平
均
八 

十
四
戶
で
あ
る
。
地
區
別
に
見
れ
ば
世
滞
數
o
大
小
は
、
各
地
區
總
人
.ロ
の
場
合
と
同
機
に
頗
る
幅
が
廣
い
。
最
少
は
第
十
六
區
の
三 

十一

ー
世
帶
で
、
最
多
.は
第
.屮
九
.區
の
，吞
八
十
四
世
帶
で
あ
る
。
今
之
れ
を
表
に
し
て
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

W

鑛
成
に
現
は
.れ
た
地
域
性 

蛋

o

一
 一

九
l
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